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年頭あいさつ 

（一社）広島県測量設計業協会  会長 森 𦚰 克 彦 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

協会員並びに関係機関の皆様方には当協会の活動につきまして格別のご理解を賜り厚く

お礼申し上げます。 

長期化しました新型コロナウイルスの感染拡大も昨年５月に５類へ移行し、日常生活も

日を増すごとに平穏となり、今では日常会話から“コロナ”と言う言葉も消えつつあるよ

う感じるところであります。このような状況でしたので本年度協会の各委員会は予定通り

活動が継続できております。 

令和元年の設立以来、協会の担い手確保・広報宣伝活動等の事業を担ってきた青年部会

を、本年度より総務広報委員会の組織的な地位に位置付け，より一層の積極的な活動に取

組んでいます。広島県及び当協会を含む建設関係団体と共催で毎年行われる「ひろしま建

設フェア 2023」、また土木系の高等学校、大学等の学生向け説明会などの担い手確保に向け

た取組や、当協会ホームページも更新時期が来ましたので、４月に運用開始として新たな

ホームページの作成に取り掛かっています。われわれ測量設計業の建設 DX,BIM/CIM をはじ

めとする最新技術の導入・活用は合理的・効率的に仕事がしやすい環境に変わっていくも

のと考えますが広く浸透しているとは言えず、技術委員会において CIM 体験講習・技術講

演会等多くの技術力向上に向けた講習会を開催しています。経営委員会にて、会員企業の

健全な経営環境の実現と向上を一層図るため、中長期的な経営の安定と向上に向けた取組、

特に業務量の安定的な確保・増大、魅力ある業界にしていくため、就労環境の改善やデジ

タル技術の活用など、働き方改革や生産性向上にむけ、中国地方整備局又は広島県と意見

交換会を通じて官民で連携して取組んでいます。 

われわれ協会員は、県民の生命・財産・暮らしを守る社会資本整備の担い手として、特

に災害時において安全・安心を確保し、地域社会の守り手として非常に重要な役割を果た

しており、そのためにも協会員（地元企業）は必要不可欠であります。協会員が強化され

た企業体制を構築し、地域社会においてより一層信頼され、頼りにされる存在となるべく、

着実な発展を遂げていかなければなりません。各企業において協会活動を通して経営の安

定を図り技術力向上、人材確保・育成等に懸命に取組んでまいります。関係各位の更なる

ご理解ご支援をお願いいたします。 

2024 年、皆様にとりまして健康で実り多き一年となりますよう祈念いたしまして、年頭

のごあいさつとさせていただきます。 
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新年のごあいさつ 

        （一社）広島県測量設計業協会 

 顧問 衆議院議員 平 口  洋 

 

 

 一般社団法人広島県測量設計業協会の皆様には、お元気で令和６年の初春お迎えになられ

たことと心よりお慶び申し上げます。 

 昨年は、大変お世話になりました。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。今年は辰

（たつ）の年です。辰は空想上の動物ですが、辰のように上昇する年であることをお祈り致

します。 

 一昨年の二月二十四日にロシアのウクライナ侵略が始まって二年になります。ロシアの侵

略によってウクライナも激しく抵抗しておりますが、ロシアでは核兵器の使用をちらつかせ

ながら侵略を繰り返しているものですから、ＮＡＴＯ諸国も米国もまだ武器供与に止まって

います。また、中東のガザでは、十月にパレスチナのハマスがイスラエルに対して発砲し、

以来両者間で戦闘が繰り広げられています。途中停戦も試みられましたが、現在は交戦中で

す。 

 これらを背景にして世界的な物価高に見舞われています。ガソリン等のエネルギー、農産

物等の食料品のいずれも高騰し、政府は何兆円もの予算を使ってこれを抑え込もうとしてい

ます。 

 皆様は、土地の計測と土木建築物の設計を通して、国土の強靭化と日本経済の発展に大き

く寄与しておられ、深く敬意を表します。測量や設計の分野においても、デジタル化を図る

余地がたくさんあります。また、i-Constructionを目指して、デジタル化を一層進めること

が大切です。測量、調査データの３Ｄ化及び施工段階で活用できる設計データの３Ｄ化技術

の開発などです。 

 測量設計業の皆様は、その持てる力を十分に発揮し、地域の発展の原動力となられること

が期待されています。お陰様で、道路工事、河川工事、砂防工事や都市再開発など順調に進

んでおります。今後は、発生が懸念される南海トラフ巨大地震や国土強靭化基本計画などを

視野に入れ、十分な役割を果たしていただきたいと思います。社会のあらゆる要望に対応で

きる体制づくりを心掛け、国民生活の安心・安全に寄与することが測量設計業協会の役割で

す。今後も、国土強靭化基本法のもとで、地域の特性に応じた具体策を実行して行って下さ

い。 

 いろいろなものが値上がりし、大変なことと思いますが、頑張って下さい。一般社団法人

広島県測量設計業協会の益々のご発展と会員企業のご繁栄を祈念し、年頭の挨拶と致します。 
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令和６年 新年のご挨拶 

        （一社）広島県測量設計業協会 

 顧問 広島県議会議員 狭戸尾  浩 

 

 

 明けましておめでとうございます。 

 広島県測量設計業協会の会員並びに賛助会員の皆さまは、新たな気持ちで新年をお

迎えになられたこととお慶び申し上げます。 

 元日の夕刻、能登半島で大きな地震があり、二日には羽田空港で飛行機事故が起き

ました。被災されました方々に、心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。残念で

す！ 

 昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類に引き下げられたことにより賑わいも

戻ってきました。Ｇ７サミットが広島で開催され、各国首脳が平和記念公園と資料館

を訪問されたことにより、戦争による惨状を目の当たりにされて、平和の尊さを再認

識されたことと思います。 

 一方で、世界に目を向けますとロシアのウクライナ侵略・イスラム組織ハマスとイ

スラエルの戦争が続いております。平和な日常生活が取り戻せることを祈るばかりで

す。 

 市場景気では上昇をしておりますが、物価高騰など私たちの生活は大変厳しい状況

が続いております。 

 デフレによる安定と停滞、その上インフレを前提とした成長と変化はどのように進

むのか？先行き不透明であります。 

 今年は広島県では、県立広島病院を中心に４つの病院を統合し、ＪＲ広島病院敷地

への新病院計画、旧広島陸軍被服支廠の保存活用の取組、サッカースタジアムの完成、

都市再開発の進捗など、大きく広島が変わろうとしております。 

 そのなかでも、広電路面電車のＪＲ広島駅２階への乗り入れ工事が進んでおり、利

用者には大変便利になります。 

 会員と賛助会員の皆さまには、引き続きそれぞれ各分野においてご協力を賜ります

ように重ねてお願いを致します。 

 広島県測量設計業協会の益々の飛躍と皆様方のご健勝とご多幸、それぞれの分野で

のご活躍を祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。 

 



特別寄稿 
 

  
4      

 

 

 

新年のごあいさつ 

国土交通省 中国地方整備局 企画部長 舟 橋 弥 生 

 

 

 新たな年を迎え、謹んでご挨拶申し上げます。 

 一般社団法人広島県測量設計業協会の皆様方におかれましては、平素より中国地方整備局

の事業をはじめ、国土交通行政全般にわたり、多大なご尽力とご協力を賜っておりますこと

に、厚くお礼申し上げます。 

特に、近年頻発している災害時の緊急的な対応においては、「地域の守り手」として被災

箇所の復旧・復興等の活動にご尽力いただいていることに改めて感謝申し上げます。 

近年は、災害が激甚化・頻発化しており、地域住民の命と暮らしを守り、社会経済システ

ムが機能不全に陥らないよう、強靭な地域づくりをいち早く進める必要があると認識してい

ます。 

昨年６月には、国土強靭化基本法が改正され、「国土強靭化実施中期計画」の策定が法定

化されました。「国土強靭化実施中期計画」は、計画期間、計画期間内において国土強靭化

に関し実施すべき施策の内容及び目標、同施策のうちその推進が特に必要となるものの内容

及びその事業の規模等について定めるものであり、さらに、7月には「国土強靱化基本計画」

が改定され、これに基づき国土強靭化対策を進めていくことになります。 

引き続き、私共といたしましては、国民の命と暮らしを守る施策を関係機関等と連携し、

防災・減災、国土強靭化対策の推進にしっかりと取り組んで参りたいと考えています。 

また、全国的に高度経済成長期に建設されたインフラストックの老朽が進行しており、安

全面のみならず景観面からも、地域の魅力を低下させる要因となっています。増大する老朽

化施設に対し、画像計測や非破壊検査等の新技術の活用により、近接目視等に拠らない点

検・診断方法の確立・導入の重要性が高まっています。 

インフラの整備・維持管理を担うとともに、災害時には「地域の守り手」となる建設業界

全体では、高齢化が進行、若手の入職が進んでいないなどにより労働者不足が深刻化、また、

生産年齢人口の減少など構造的な課題に加え、2024年問題、時間外労働時間の上限規制への

対応にも直面しており、建設産業における「生産性の向上」と「働き方改革」が喫緊の課題

となっております。 
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中国地方整備局では、インフラＤＸ推進などによる「生産性向上」と、ウィークリースタ

ンスや業務の履行期限の平準化などワークライフバランスの更なる改善に向けた「働き方改

革」を2つの柱と定め各種取組を推進しており、担い手確保・育成のための環境づくりを行

っています。 

さて私こと、昨年7月に、公務員人生初の広島での勤務となりました。仕事にプライベー

トにと中国5県を廻っているところですが、特にプライベートでは居住地の広島市を中心に、

まずは 2 つの世界遺産「厳島神社」「原爆ドーム」を手始めに、江田島、呉、西条と少しず

つ足を伸ばしているところです。赴任当初の夏は熱中症警戒アラートのため、冬は雪のため

（あまり雪の降らない名古屋からの転勤ためスタッドレタイヤは持っておらず）、出かけら

れる機会が限られておりましたが、なんとかまずは広島県の市町は全て廻りたいと考えてお

ります。 

また、飲食もお好み焼き、あなご飯、牡蠣、もみじ饅頭、そして日本酒といろいろ地域の

美味しいものを味わっております。 

地元の人ほどではありませんが、友人、家族が広島に訪問された際に、広島の良さをアピ

ールできるように、まずは自分で広島体験を進めてまいります。 

最後になりますが、建設業界の必要性・重要性は将来にわたって変わるものではなく、今

後もその役割を果たしていくためには、担い手が健全に働いていける環境づくりやインフラ

DXなど生産性向上が不可欠となってきています。 

中国地方整備局としては、このような課題に対して、貴協会や関係団体、地方自治体等と

より一層連携を図り、業界一丸となって取組を推進していくことが重要と考えていますので、

引き続きご理解ご協力を賜りますようよろしくお願いします。 
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新年のごあいさつ 

国土交通省 国土地理院 中国地方測量部長 齋 藤 秀 勝 

 

 

一般社団法人広島県測量設計業協会の皆様、新年明けましておめでとうございます。 
皆様が、広島県内における測量業の健全な育成発展のために、これまでの長きに渡り多大

な貢献をなされていること心から敬意を表します。また、皆様方には、平素から国土地理院

の測量・地理空間情報行政の推進に格別のご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
今年は、国土地理院にとって 10 年に 1 度の節目の年となります。測量法に基づき国土交

通大臣が定める現行の「基本測量に関する長期計画」の計画期間が 3 月に終了し、次期計画

である第 9 次長期計画が令和 6 年 4 月から始まります。 
この長期計画は、全ての測量の基礎となる測量として国土地理院が行うこととされている

基本測量に関する計画で、基本測量の目標とそれを達成するための施策をあらかじめ明らか

にすることで、基本測量のみならず、公共測量の精度確保や重複を避けるという測量法の理

念を達成することが期待されます。 
現在の第 8 次長期計画は、東日本大震災の経験による防災意識の高まり、測量技術の発展

や利用環境の変化に伴う地理空間情報の利用分野の拡大により、社会が大きく変化したこと

を踏まえ平成 25 年に令和 5 年度末までを計画期間として策定されたものですが、この間に

も社会情勢には大きな変化がありました。 
まず、日本を取り巻く安全保障環境が一層厳しさを増していること、気象災害の頻発化や

激甚化、さらに今後 30 年間で高い確率で発生すると予測されている南海トラフ地震や首都

直下地震などによる、安全・防災への国民意識の更なる高まりがあげられます。 
また、準天頂衛星システム「みちびき」をはじめとした衛星測位システムの拡充や、令和

元年度からの5年間にわたる航空重力測量により取得した全国の重力データによる高精度の

精密重力ジオイドの構築が進められているほか、国土地理院に登録された民間電子基準点の

利用が始まるといった、測位環境の大きな向上もみられます。 
さらに、建設分野では「i-Construction」において衛星測位技術を初めとした多くの最新

測量技術の導入が進められるほか、新型コロナウイルス感染症を契機としたデジタル化の加

速や、社会全体での DX の進展により地理空間情報の活用が拡大しており、デジタル庁によ

る電子国土基本図の「ベース・レジストリ」指定や、「経済財政運営と改革の基本方針（骨

太の方針）2023」で地理空間情報の充実・高度活用がGX、DX の加速に必要な施策とされ

るなど、その重要性の認知も進んでいます。 
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国土地理院では、このような社会情勢や政府の動向を踏まえ、今後 10 年間に国土地理院

が目指すべき施策の方向性を定める次期長期計画の策定を進めております。令和 5 年 10 月

に開催された測量行政懇談会においては、既存の取組に加え、GNSS 標高測量の導入、電子

国土基本図の整備・更新へ衛星データ・AI 技術の導入、自然災害伝承碑に関する情報の整

備及び活用促進の取組などを、新たな方針として提示しており、国土地理院のホームページ

でも公開しています。 
GNSS 標高測量は、航空重力測量の測定結果を用いて構築する高精度の精密重力ジオイド

を基準とした新しい標高の測量方法です。令和 5 年 5 月に報道発表しておりますように、国

土地理院では、令和 6 年度中にマニュアルの公開を予定しており、これまで水平方向のみに

導入されていた地殻変動補正を標高にも導入し、日本列島の激しい地殻変動による不整合も

解消していきます。 
自然災害伝承碑は、過去に発生した津波、洪水、火山災害、土砂災害等の自然災害に係る

事柄が記載されている石碑やモニュメントです。国土地理院では令和元年度から新たな地図

記号を制定して地図に掲載しており、令和 5 年 12 月現在で、全国では 2,068 基、広島県で

は 80 基を地図に掲載中で、中国地方測量部でも関係機関と連携して防災意識の向上のため

の取組をすすめて行きます。 
次期長期計画は令和 6 年 1～2 月のパブリックコメントを経て、3 月に決定される見込み

です。現行の第 8 次長期計画策定のときにも本稿でお願いしておりますが、次期長期計画の

施策を推進するにあたり、皆様方にもその一翼を担っていただくことを期待するとともに、

ご支援ご協力を賜りますようあらためてお願い申し上げます。 
最後になりましたが、貴協会と会員の皆様の更なるご活躍・ご発展を心から祈念しまして、

年頭の挨拶とさせていただきます。 



特別寄稿 
 

  
8      

 

 

 

新年のごあいさつ 

広島県土木建築局長  上 田 隆 博 

 

 
１ はじめに 

 一般社団法人広島県測量設計業協会の皆様方におかれましては、長期化する世界的な物価

高騰などの影響により、厳しい経済情勢が続く中、本県の土木建築行政の推進に、格別のご

支援とご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 また、昨年５月に開催されました「Ｇ７広島サミット」では、皆様の多大なご理解とご協

力をいただき、心から感謝申し上げます。 

被爆地での開催は今回が初めてであり、力強い平和のメッセージの発信に加え、本県の歴

史や文化、自然、食など、「広島の多彩な魅力」が世界中に発信されました。 

このサミットを契機とし、今後も、多くの方々がここ広島を訪れ、様々な魅力に触れてい

ただけるよう、取り組んでまいりたいと考えております。 

 

２ インフラマネジメントの推進について 

本県の総合計画である「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン（以下、「ひろしまビジョン」

という）」を踏まえ、社会資本分野の総合計画にあたる「社会資本未来プラン」、及び事業別

整備計画等の関連計画に基づき、「安全・安心を支える総合的な県土の強靭化」、「交流・連

携を支えるネットワークの充実・強化」、「魅力的で持続可能な社会を支える基盤形成」及び

共通施策である「社会資本の適切な維持管理の推進」の４つの施策を掲げ、各種事業を計画

的に推進しているところです。 

 これら社会資本整備や適切な維持管理を着実に推進するためには、建設コンサルタントの

皆様にご協力をいただくとともに、建設産業の担い手を安定的かつ継続的に確保・育成して

いく必要があると考えています。 

このため、平準化を踏まえた発注計画やウィークリースタンスの実施などの労働環境の改

善等を通じた働き方改革の推進、次世代へ向けた建設業界の魅力の発信など、引き続き若手

からも選ばれる魅力ある建設産業を目指して、取組を実施しているところです。また、「広

島県建設分野の革新技術活用制度」を運用し、公共土木施設の調査・設計・施工・維持管理

のあらゆる段階において、施設の長寿命化やインフラ整備等の効率化・高度化などに資する

革新技術の登録・活用による生産性の向上に取り組んでまいります。 
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３ 広島デジフラ構想について 

本県では、令和３年３月に策定した「広島デジフラ構想」に基づき、デジタル技術を最大

限活用した、より効果的かつ効率的なインフラマネジメントを推進するための具体的な取組

を官民連携して進めております。 

令和４年度に運用を開始したインフラマネジメント基盤「ＤｏｂｏＸ」については、オー

プンデータの充実を図るとともに、その利活用において、県・市町での活用のみならず、民

間企業や研究者など多くの方々に利用していただいているところです。昨年は、幅広い分野

でのさらなる利活用を促進するため、「ＤｏｂｏＸ」のデータを用いたアプリケーションや

アイデアを募集するコンテストを開催するなど、新たなサービス・付加価値の創出につなげ

ていく取組を進めているところであり、引き続き、更なるデータの充実や利活用による県民

サービスの向上に取り組んでまいります。 

また、建設分野の生産性向上に向けたi-Constructionの取組として、橋梁や砂防堰堤な

どの主要な土木構造物の詳細設計を対象にＣＩＭモデル作成を行う「ＣＩＭ活用業務」を推

進しているところです。これまで、一定規模以上の業務について、発注者指定型で発注する

など、適用範囲を拡大しながら取組を推進してきたところであり、今後も更なる活用拡大に

向けて取り組んでまいります。 

 

４ 趣味について 

 昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行してから、人の移動やコミュニ

ケーションが活発になり、ようやくコロナ禍前の状況に戻って来たと感じているところです。

私自身は年齢的な体力の衰えをこれまで以上に痛感しており、昨年秋から始めたジム通いと

趣味のゴルフで体力維持に努めているところです。また、週末には時々、道の駅などに旬の

食材を買いに出かけたり、始めてからもう十数年近くになる家庭菜園などの庭いじりをした

りしながら気分転換を行っています。 

    

５ おわりに 

 ひろしまビジョンが目指す県土の将来像の実現に向けて、「社会資本未来プラン」及び関

連計画に基づく取組を計画的に進めるとともに、広島デジフラ構想に基づき建設分野のＤＸ

を積極的に進め、i-Constructionの推進による幅広い人材の確保や労働環境の改善など、建

設業界の魅力向上にも取り組んでまいりますので、引き続き、皆様の一層のご支援とご協力

をお願い申し上げます。 
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新年のご挨拶 

三次市長 福 岡 誠 志 

 

１ はじめに 

新年あけましておめでとうございます。一般社団法人広島県測量設計業協会の皆様方に

おかれましては、近年頻発している災害への対応をはじめ、日ごろから本市の土木行政の

推進につきまして、多大なるご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

 

２ 三次市の紹介 

三次市は中国地方のほぼ中央に位置する県北部の都市であり、四季折々の豊かな自然に

恵まれ、奥深い歴史と文化が息づく山紫水明の町です。四方を山々にかこまれ、三つの川

が巴に織り成す三次盆地には、秋から早春にかけて朝早くから川霧が立ちこめ、「霧の海」

が広がり、山々の頂きが大海に浮かぶ島に似て千変万化する様子は、幻想的で神秘的な美

しさを造り出します。 

本市は、ぶどうや米などの農産物の栽培や畜産業が盛んで、三次ワイナリーから出たワ

イン用ぶどうの搾りかすを発酵させて作る飼料を与えて育てた黒毛和牛「三次ワインビー

フ」は、数々の賞を受賞し、本市の新たな特産品となっています。 

また、『スポーツのまちみよし』を掲げ、女性の活躍を応援するとともに女子野球の聖地

をめざす本市は、昨年 9 月に開催された第 9 回 WBSC 女子野球ワールドカップ１次ラウン

ド（Ｂ組）の開催地に選ばれ、大陸予選を勝ち抜いた6つの国と地域を代表するチームが

三次の地に集い、連日熱戦が繰り広げられました。大会は７連覇を狙う侍ジャパン女子代

表「マドンナジャパン」が全勝でグループラウンドを突破し、今年の夏にカナダで開催さ

れる決勝ラウンド進出を決めています。このような国際大会を地方都市で開催できたこと

は、地域のスポーツ振興や国際交流にとって大きな意義があったと感じています。また、

世界大会が日本で開催されることで、国内における女子野球への注目度が高まり、選手の

活躍がより多くの方々に知られる機会となったこと、女子野球の魅力や選手たちの情熱が

世界中に伝わったことは非常に素晴らしいことだと感じています。 
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３ 三次市の治水対策について 

三次市中心市街地では、江の川、馬洗川、西城川の三つの河川が巴状に合流しています。

この形状は全国的にみても珍しく、高谷山から望む合流部の川の流れと背後の「まちなみ」

や「やまなみ」と一体となった景観は、他の地域では見られない郷土の誇りです。 

また、これらの川がもたらす恵みは、アユをはじめとする水産資源はもちろん、400 余

年の歴史を持つ鵜飼などの観光資源を生み出し、古くから山陰と山陽を結ぶ交易地として

三次の地を潤す役割を担ってくれています。 

このように、多様な恩恵をもたらしくれる川ですが、昭和47年の大災害など、時に猛威

を振るい、自然の脅威を与える存在でもあり、川とともに発展してきた本市にとりまして

は、今後も川との良い関係性を保つことが非常に重要であると考えています。平成30年豪

雨など、近年の豪雨では破堤は免れましたが、一方で、内水により多くの箇所で家屋等の

床上・床下浸水が発生しました。特に大きな被害を受けた畠敷・願万地地区では、平成30

年７月豪雨と同様の降雨に対して家屋の床上浸水の防止を図ることを目標として、国・県・

市が連携して内水対策事業に取り組み、本市では、雨水貯留施設の整備や土地利用規制を

目的とした土地利用条例の制定といった、ハード・ソフト一体の水災害対策を進めていま

す。 

 

４ おわりに 

近年、全国各地においても予測不能で想定をはるかに超える集中豪雨が頻発し、行政機

関のみでなく、企業・住民等あらゆる関係者により流域全体で水害を軽減させる「流域治

水」への転換を進めることが必要であると言われています。江の川においても、令和４年

７月に本市を含む江の川上流域が特定都市河川に指定され、流域治水の本格的な実施が期

待されているところです。 

本市としましても、「地域住民の生命と財産を守る」ため、「流域治水」の取組を推進し、

「災害に強いまちづくり」をめざしていきたいと考えておりますので、引き続き、広島県

測量設計業協会の皆さまのご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

最後になりますが、広島県測量設計業協会の益々のご発展と皆さま方のご健勝・ご多幸

を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。 
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令和５年度 経営者懇談会 
 
開催日：令和５年12月 1日（金） 

会 場：ひろしま国際ホテル 3階「ルビー・サファイア」 

講 師：叡啓大学 ソーシャルシステムデザイン学部 

    県立広島大学 大学院経営管理研究科 准教授 土本 康生 様 

演 題：「ＤＸとＡＩ －ビジネス活用に向けた外観－」 

 

 御紹介、ありがとうございました。叡啓大学から参

りました土本と申します。本日は65分間というふうに

伺っております。お時間をいただきまして、DX と AI

というタイトルで、この ICT 技術をどういうふうにビ

ジネスの場で使っていけばいいのかということの、皆

さまに何かしらのきっかけをつかんでもらえればいい

かなというふうに思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 お手元に資料が配られているという話も伺ってはい

るんですが、スマートフォンとかタブレットコンピュ

ーターを持っていらっしゃる方は、このQRコードを読

んでいただきますと、お手元で、僕がめくるスライドのペースではなく、自分御自身のペー

スでスライドを御確認いただけますので、お手元の資料とともに御覧いただければなという

ふうに思っております。それでは始めさせていただきます。 

 先ほど過分な御紹介をいただきましたので細かいことはいいかなと思いつつ、僕自身は広

島市東区温品というところの出身でして、小学生くらいの時ですかね、今、高速１号と呼ん

でいる、昔は温品バイパスと呼んでいたところができたというので、ちょっとずつ広島のな

かも温品という名前が通り始めたそのまちで生まれ育ったんですけども、今回のこの協会の

皆さまのお仕事があっての温品バイパスであったり、高速だったり、災害からの復旧みたい

なお仕事をされているということで、本当に一市民として、県民としてありがとうございま

すということをお伝えしたいなと思います。 

 ちょっとだけ宣伝させていただきたいと思うんですけど、二足のわらじをさせていただい

ていまして、月曜日から金曜日までは叡啓大学で18歳から20歳、22歳ぐらいまでの学生を

相手に、ビジネスをどういうふうにやっていくのかとか、新しい世の中をどうやってつくる

のか、みたいな話をさせてもらっています。週末土曜日にですね、この経営管理研究科、HBMS

という表現を略称でするんですけど、MBA が取得できるコースを県立広島大学でやっており

まして、そこのICT系の授業一般を担当させてもらっており、日々コンピューターをどうや

ってビジネスに活用すればいいのか、みたいなことを考えながら生活をしておりますので、

ぜひ皆さんの社員さんに、こういうビジネススクールで経営のことを学んでほしいという社

員さんがいらっしゃいましたら、ぜひ派遣のほうを御検討いただければなというふうに思っ

て、ちょっと宣伝だけさせていただきました。 
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 さて、早速本題に入ろうと思うんですけど、ずっと僕ばっかりがしゃべりっぱなしってい

うのもちょっと寂しいので、時折皆さんに意見を求めるようなこともありますので、そのと

きには頭に浮かんだキーワードを、言葉を、ひと言、ふた言でもいいのでお伝えいただけれ

ばいいなと思いつつ、これは大学の先生の本当に良くないところなんですが、専門用語をこ

ろっと使ってしまうんですよね。その専門用語がクエスチョンマークのまま話がどんどん進

んでいくということがあるので、いつでも質問してください。声をあげてすみませんと言っ

てくだされば、話を止めて質問には答えるようにしますので。インタラクティブに、多様的

にできればいいなというふうに思っています。そういう疑問って、うちの学生と話をしてい

るときもそうなんですけど、だいたい１人だけわかっていないということはほとんどなくて、

多くの場合において全員がわかっていないということが多いので、質問はぜひ共有していた

だければなというふうに思っております。 

 まず前半戦、DX の話から行きたいと思うんですけど、まず DX の話を進めるにあたって、

皆さんの会社でコンピューターって間違いなく使っていらっしゃると思いますし、事務局の

皆さまから伺っているのはドローンを使ったりですとか、いろいろなハイテク機器を使って

ビジネスをやられているというふうに伺っているのでコンピューターを使われていると思

うんですが、どうですかね？ キーワードに上手っていう言葉が入ったときに、御自身の会

社のなかを考えながら、見ながら、上手に使えているような感じはしますかね？ いかがで

すか。 

（出席者）上手にというところをどう解釈するかっていうところも。 

 そうですよね。たぶん電子メールを使って情報交換したり、Web を使って情報発信をした

り、他社さんが、お客さんが使っている、提供しているWebサーバーなんかにアクセスして

情報をやり取りしたりみたいなことは皆さん使っていらっしゃると思うんですけど、ポイン

トはここなんですよね。上手っていう、さっきおっしゃってくださった上手の言葉の定義次

第だなっていうところはあると思います。 

 まずこのスライドからその上手というのを説明していきたいと思うんですけど、これはで

すね、つい最近なんですけど、10月 27 日、１カ月ぐらい前ですかね。内閣府がチャットの

画面を、スクリーンショットを撮って、公文書として一定期間保存しようと。行政のやって

くださることなので、一時それは内部文書の隠蔽（いんぺい）じゃないかとか、廃棄じゃな

いかということが問題になったこともありましたから、内閣府はですね、いわゆる、例えば

皆さんが使っていらっしゃるLINEですとか、あとは最近ですとSlack。Slackという会社が

チャットを使って会社内のコミュニケーションをするようになっています。Microsoft 

Officeを使っていらっしゃる方は、おそらくMicrosoft Teamsというアプリケーションを使

って、日々の社員さん同士、もしくはお客さんとのコミュニケーションを取っていらっしゃ

る方が多いと思うんですけど、そういうチャットをですね、公文書なんじゃないかというこ

とで、記録を取っていこうと。これをスクリーンショットを撮って、コンピューターの画面

をキャプチャーするという言い方もあるんですが保存するんですね。だからどういう会話が

繰り広げられているのかという画面を画像として保存しようという動きを、この内閣府の人 

たちは言っているんですね。 

 これ実はですね、コンピューターを上手に使っているかという視点で考えると、まったく 
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使えていないというふうに僕らは評価しています。なぜか。これはわれわれにとって重要な

のは、ここに読める文字がある。これは人間が読むんじゃなくてコンピューターが読める状

態になっているということが１つ重要なポイントなんですね。つまり、われわれ人間が読ん

で読めるという状態であるならば、それは、われわれ人間は活用できます。そういう意味で

は最低限はクリアしているというふうには言えるんですけど、コンピューターが文字を読め

ない状態で画面をキャプチャ・保存しても、処理ができないんですよね。例えば、会話の記

録を文字で保存するのであるならば、まだ検索できます。画像で保存した場合には、ちょっ

とひと工夫すれば検索できるようにはなるんですけど、通常大量のこういう会話の画像をど

んどんスクリーンショットを撮っていったとしても、なかなか検索するということができな

いんですよね。そういう意味でわれわれICTエリアの専門家たちは、このニュースを見なが

ら、検索しても何も出てこない情報が何十万、何百万、何千万と画像ファイルがつくられる

だけだなというふうに、実は判断をしているんですね。 

 そういう意味で、じゃあ上手に使うということはどういうことなのか。これをちょっと踏

み込んでみますと、情報をデジタルで表すことの特徴を最大限生かすというところがポイン

トになるかと思います。じゃあ、情報をデジタルで表すことの特徴というのはどういうとこ

ろにあるのか。これを５つ挙げてみました。 

 １つ目は蓄積ですよね。簡単に保存することができる。溜めることが容易にできるという

ところです。個人的には、霞ヶ関にしても、広島県庁にしても、デジタル情報で情報を保存

していくということであるならば、簡単に容量を増やすことができるわけですよね。われわ

れは県立の大学なので県庁の人と一緒に仕事をするなかで、こういう DX の話をさせていた

だくんですけど、広島県も、どこか安全な山の奥のようなところに大きな倉庫を借りて、公

文書をどんどん保存していっているんだという話を伺いました。その維持費もものすごくお

金がかかっているというのも伺っています。なので、スペース、場所は有限なので、そうい

う意味で古くなった公文書はどんどん破棄していくということがあったりして、そのなかに

重要な情報が入っていたりすると、ああ、あれはひょっとしたら、人によっては隠蔽（いん

ぺい）したのではないか、みたいなことを言われるケースもあると思うんですよね。でも、

情報がデジタル情報で保存されるとするならば、例えば A４１枚の紙、PDF みたいなものを

皆さん大量に扱っていらっしゃると思うんですけど、ああいうものの保存容量って、言って

みたら事実上無限と言ってもいいぐらい保存はできるわけなんですよね。なんなら、自分た

ちの県庁のなかで持つ、霞ヶ関のなかだけで持つというのではなくて、最近は国産のクラウ

ドサービス、コンピューターネットワークを使っていろんなコンピューターのサービスを提

供するクラウドサービスというのもはやり始めていますので、じゃあ、自分のところに置い

ておくだけではなくて、そういうクラウドサービスを使って保存しておこうということにな

ると、何テラバイト、そのうち何ペタバイトという言葉も、もうここ５年もすれば聞き始め

るような単位だと思うんですけど、そういう情報を保存できるようになるという意味では、

保存するスペースの問題で廃棄したみたいな言い訳はなかなか言いづらくなるんだろうな 

と思いつつ、こういう蓄積しやすいというのがコンピューターの最大のポイントですよね。 

 ２つ目、複製が簡単であるということもポイントの１つだと思います。情報を複製するこ

とができるので、何かチャレンジしようと思ったときに、オリジナルのデータを破壊するこ 
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となく、いろんなことにチャレンジすることができるというのは複製する、この情報技術の

ポイントかなと思います。それを伝達することができる。通信を使って伝えることができる

というのもポイントの１つですし、あとは加工ができるというところもそうですよね。検索

ができるようになる。この辺りが上手に使えるかどうかというところが、情報をデジタル化

したときのポイントになってくるのかなというふうに思っています。 

 皆さんはYouTubeの動画、勉強するためにYouTubeの動画を見られている方はいらっしゃ

いますかね。僕はあんまり見ないんですけど。なぜ見ないかというと、あれは時間がものす

ごく拘束されてしまいますよね。30 分の動画を見ましょうと言ったら、30 分の動画を見な

くちゃいけない。あれはいわゆるデジタル化された動画なんですけど、最近はですね、この

後半で話をする AI を使って、あの動画をまったく見ずに内容を把握するということも、実

はできるようになっていたりするんですよね。そういうような情報の加工ができるようにな

っているのと、文字にすることによって検索がしやすくなっているというところもあったり

します。種明かしをしますと、YouTubeの動画のURL、リンクをですね、あるAIサイトに情

報を伝えるとですね、自動的に文字起こしをしてくれるんですよね。その文字起こしをして

くれた情報をまた別のAIに入れて要約してくださいと言うと、その30分見て得られること

がばっと出てくる。それが面白そうだったらその動画を見るかもしれないし、その要約を見

て、これで十分って判断ができるんだったら、その動画そのものは見ないというような視聴、

それは視聴というのかというとなかなか表現が難しいところではあるんですけど、そういう

こともおこなわれていたりするんですね。そういうのはこの加工、情報が加工できる状態に

ある。それを検索できる状態にしているからこそできることなのかなというふうに考えてい

ます。 

 なので、戻ってみますと、この内閣府がやろうとしていることは、加工もできないんです

よね。もちろん画像から文字起こしをするということを意図的にすればできるようにはなる

んですけど、大量に画像のまま保存しているわけですよね。それを検索することがまずでき

ないので、検索したうえでそれを文字起こしして、例えば Word に貼りつけて報告書に使う

みたいなことができないというのは、この情報の加工、検索が十分にできないという意味で、

このデジタル化の手法としては、ちょっと行けていないなということを感じるところです。

そう思うとですね、上手なデジタル化というのがまずデジタル化の第一歩なのかなというふ

うに言えると思います。ここですよね。皆さんのお仕事、身の回りの情報というのを上手に

情報化できている、デジタル化できているかというところが１つポイントになるわけですね。 

 次に DX とはという話に移りたいと思います。僕はコンピューターサイエンスが専門で、

その分野で研究活動をしているんですけど、その立場の人たちはこの DX という言葉が実は

あまり好きじゃないんですよね。学術用語では少なくともないので、DXはこういうものだと

いう定義がいろいろな人がしているわけなんですけど、学術的な定義というのはほとんどな

いので、どちらかというとふんわりしたマーケティング的な用語でDXという言葉を使って、 

いろんな世の中を変えていく力にしていこうという、そういうふわっとした言葉ではあるん

ですが、この DX とはというところを世の中的に求められているので、もうちょっとだけ掘

り下げていこうと思うんですが、情報をデジタル化したうえで DX をやっていくというとこ

ろなんですが、これがですね、DXの定義なんですけど、企業が、これはちなみに経済産業省 
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のここに書いてあるんですが、デジタルトランスフォーメーションを推進するためのガイド

ラインというガイドラインがありまして、ちょっと古いんですけど、いまだに経済産業省も

この資料を用いて DX というのをお話ししているんですが、重要なところは色を変えてみま

した。 

 データとデジタル技術を活用して変革するというところが DX のポイントなんですね。こ

れは文章で見てもピンと来ないので、定義を整理し直してみました。どういう状況かという

と、われわれ同じ世の中に生きているので、皆さんも共感してくださるとは思うんですけど、

ビジネス環境の激しい変化があるというこの状況のなかで、われわれはデータとデジタル技

術を利用して、顧客や社会のニーズを参照しながら、参考にしながら、こういう変革をして

いくというのが経済産業省の定義になっているんですね。こういうふうに整理し直してみる

と、ちょこっとだけ DX というものがどういうものなのか見えてきませんかね。なかなかこ

の文章だけを見るとぱっと思い浮かばないんですけど、重要なのはここですよね、やっぱり。

データ、デジタル技術を利用して、これらの変革をしていくというところが１つポイントに

なろうかと思います。 

 例えば、有名すぎる例なんですけれども、Netflix、アメリカの始まったビジネスですし、

われわれこちらにいらっしゃる皆さんのなかにもNetflixに契約して、海外のドラマ、日本

のドラマを御覧になっている方もいらっしゃると思うんですが、これは言ってみたら、従来

のレンタルビデオ屋さんだったんですよね。広島で僕も 1980 年代ぐらいは、ビスコってい

うレンタルレコード屋さんだったり、そのうちそれがレンタ CD になったり、ビデオも貸し

出したりっていうところで、ひょっとしたら皆さんもそのお店を使われた方もいらっしゃっ

たと思うんですけど、そういうビスコみたいな、普通のレンタルビデオ屋さんだったんです

よね。小さいアメリカの片田舎の。彼らはそのなかで、インターネットが普及し始めたとい

うなかで、オンラインでDVDをレンタルするようにしよう。つまり、でもこの辺りはまだ物

理的に VHS のカセットがあったり、DVD というメディアがあったりっていう物理的な情報が

存在しているなかですよね。それをオンラインで、インターネットで貸し出せるようにする

と、お客さんがわっと一気に商圏が広がるんじゃないかということで、こういうふうにちょ

っとステップアップしました。それをまずサブスクリプション型のDVDレンタルに拡張した

んですね。このサブスクリプションという言葉は最近、ここ５～６年よく聞くようになった

言葉ではあるんですが、定額でサービスが使い放題になるというのをサブスクリプションと

言うんですが、つまりそんなにみんなは 24 時間かける７日、１週間で生きているわけなん

で、動画を見ると言って限界がありますからね。そうすると、むちゃくちゃ借りる人はいな

いというふうに考えると、サブスクリプション型のDVDレンタルみたいなのも存在し得るだ

ろうということで、こういうふうにビジネスをちょっとずつ転換していきます。そんななか

ですね、その当時、今もあるんですが、DVD を使わなくてインターネットを使って動画が見

られる時代が来ているのであるならば、このDVDのレンタルという物理的な配送には時間も 

かかりますし、それだったら貸すという行為を一切やめてしまって、動画をインターネット

で配信すればいいんじゃないのかということを考え始めたわけなんですね。そして最終的に、

この映像配信サービスに行き着いたと。これがNetflixの流れですね。たぶんこの辺りまで

はDXという感じが実は僕はあまりしていなくてですね、単なるビジネスの形態をちょこ、 
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ちょこ、ちょっと換えてやりやすいようにする、顧客満足度を上げるというというところだ 

ったんですが、ここから映像配信サービスにするということで、ユーザーの利用形態が大き

く変わったんですね。この辺の顧客社会のニーズに応えるように、大きくビジネスモデルを

変換したというところが、このNetflixの面白いところなのかなというふうに思います。 

 もう１つこれもよく言われる例なんですが、従来のホテルサービスがあるなかで、ホテル

みたいなものを使っているだけではなくて、空いた部屋を活用したルームシェアを始める。

普通はホテル業と言うとホテルを建てて、インフラビジネスですよね。言ってみたら。ホテ

ルがないとホテルビジネスはできないと思っているなか、部屋という情報、空き家という情

報を情報としてコンピューターで扱えるようにしたがゆえに、インフラを持たない状態で空

いている部屋の情報を共有し、それをお客さんに貸すというビジネスモデルをつくったとい

う意味では、ここですね。借りたい人と貸したい人をマッチングする。Airbnbとしては会計

システムだけを提供するというふうなビジネスモデルをつくったというところが大きな変

革だったりするわけです。 

 そう思うとですね、この２つの事例、ちょっと慌ただしく説明してしまったんですが、ど

こがポイントだったのかというと、やっぱり情報をどうデジタル化するかというところにポ

イントがあるわけなんですよね。最初に御説明した５つのポイントがあると思うんですけど、

そこに注目しながら、例えば空いている部屋の情報をデジタル化する。デジタル情報にする

ことによって、インターネットで検索できるようにするし、そういうビジネスモデルを生み

出せる原動力だったのはそういうところにあるわけなんですね。そう思うと、DXというとこ

ろは本質的になんなのかというふうに考えると、これは僕なりの定義で、ほかにこれを言っ

ている人はいないんですが、DX って本当はデジタルトランスフォーメーションというのが

DXの言葉なんですけど、デジタルトランスフォーメーションではなくてですね、上手な情報

化、世の中の身の回りの情報をコンピューターでどういうふうに扱うのかということを上手

にデジタライゼーション、デジタル化したうえで、その情報を用いてどういうトランスフォ

ーメーション、変革を起こすのかというところが、この DX のポイントなんじゃないのかな

というふうに思っています。それをデジタル化と変革というふうに考えています。 

 求められるのはこの変革なんですよね。それこそ広島県庁も、湯崎知事も、ずっとDX、DX

とおっしゃっているわけなんですが、DXというのは、先ほどもお伝えしたように、デジタラ

イゼーションとトランスフォーメーションなので、変革があるかどうかというところがポイ

ントで、もうちょっと言うと、変革しなくてもいいのであるならば、無理に DX をする必要

はないとも言えるかもしれないです。なので、会社を見回して、われわれの場合は大学のな

かを見回して、変革すべきポイントがあるならば、じゃあそれをどういうふうに変革しよう。

それを、情報技術を使ってどういうふうに変革すればいいんだろう。身の回りの情報、これ

がデジタル化されていれば、こういう変革を起こせるんじゃないのかという視点をぜひ持っ 

てもらいたいんですね。そういう意味では、まずは御自身のなかでどういう変革がわが社に

は必要なのかということを考えていただくのが、まずはファーストステップだと僕は思って

います。変革しようという思いがなければ、変革すべきポイントがもしないのであるならば、

たぶんそれは無駄な投資に終わってしまう可能性は高いですよね。 

 県知事が、県庁がDXをやれって言っているから取りあえずやり始めましたというのはな 



経営者懇談会 講演録 
 

  
18  

 

 

かなかうまくいかないような気がしています。会社のなかでこの変革をしたいという、この 

変革ですよね。これがあるかどうかというのが、１つポイントになるのかなというふうに思

っています。 

 じゃあ、どうやって変革、したいことはある。わが社にはこういう変えていきたいところ

があると思っているなかで、どうやって変革していけばいいのか。５つのポイントを御紹介

したいなというふうに考えています。 

 まず１つ目、これはビジネススクールでよく使う言葉なんで、リーンスタートアップとい

う言葉をぽっと入れてしまったんですが、リーンという英語は、無駄のないというふうに、

日本語だと翻訳されたりすると思うんですけども、言ってみれば小さく始める、何かやった

ことが無駄になってしまうように、いきなり大きな投資をして、大きな変革を求めてもなか

なか成功しないですし、まずは大きな投資がしづらいという状況もあろうかと思います。そ

れであるならば、リーンスタートアップ、無駄のない小さな挑戦の連続試行をすることで、

ちょっとずつ変革を起こしていく。これがビジネススクール的にはよく言われるんですけど、

この変革方法の第一歩、重要なポイントですね。 

 経済産業省も言っていますが、ビジネスの環境はどんどん激しく変化していくなかで先行

きは不透明、そういう状況のなかでどうやって変革していくか。本当に不確実なことだらけ

ですよね。それこそロシアのウクライナ侵攻もそうですし、中東のパレスチナのこともそう

ですし、急激な円安みたいなものも、ある人は予測されていたかもしれませんけど、ここま

でひどいとは思わなかったと思われている方が多いと思うんですが、そういう意味では本当

に世の中不確定、不確実なことだらけなので、そういう意味で、立てた計画が計画どおりに

進むとは限らないですし、むしろ社会状況の変化が大きく変わりすぎるがゆえに進められな

いということのほうが、僕は多いんじゃないのかなというふうに思っているんですね。プラ

ンを立てたときの前提が変わるということも当然あり得ますし、そういう状況のなかで、長

いタームで大きな計画を立てて話を進めていくというのは、かなり無理があるというふうに

思っています。ただ、会社を経営されるときに、皆さんも中期ビジョンですとか、中期計画

みたいなものを、例えば短いところだと３年、５年とかで立てられるところもあると思うん

ですけど、そういうのはプランとしてちゃんと立てなきゃいけないと思いつつも、小さな変

革みたいなものをするときには、あまり長く考えすぎないというところが重要になってくる

かなと思うんですね。本当にここに書いてあるんですけど、小さな挑戦の連続試行と書いて

あるんですけど、やってみて駄目だったら別のやり方で再挑戦するということを繰り返すこ

とでやっていくと。なんなら本当に１週間単位の挑戦を 52 回繰り返せるようにする１年間

だと。そういう単位で物事を考えていく。 

 われわれ大学もそうなんですけど、PDCAをって、１年間の計画を立てて、その１年間の計 

画どおりに行ったかどうかということを確認しながらフィードバックして、来年度はこうい

うふうにやろうということで言っているんですけど、こういう DX のような変革をしようと

思ったら、そういう１年間の流れだと１年間に１チャレンジしかできない。それであれば、

小さな挑戦を１週間単位で 52 回やったほうが、それが結局大きな学び、失敗してもいいん

です。失敗してもそれは学びになる失敗になるので。そういう意味で、PDCAを高速に、早く

回すという言い方をする人もいますが、小さなことを何度も何度もチャレンジしていくとい 
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うやり方が、変革を大きく、最終的に大きな変革に行き着くだけのポイントになるのかなと 

いうふうに思っています。 

 PayPalという会社、決済会社をつくった有名なピーター・ティールさんという方がいるん

ですけど、計画よりも実行が重要で優先すべきだ。アメリカでユニコーンになっているよう

な大きい会社みたいなのは、計画を立ててやるというよりは、創業者が面白いからやってみ

る。これって世の中の役に立つんじゃないの？世の中の Airbnb みたいなホテル業界、自分

たちがホテルを借りられなかったことがきっかけなんですよね。Airbnbは。そういう目の前

の課題みたいなものに、取りあえずこうやってみたら解決できるんじゃないの？という、彼

らは小さい試行を何度も何度も繰り返すことによって、Airbnbみたいなビジネスを最終的に

立ちあげました。なので、皆さんも会社のなかで、どういう試行が、変革をしようとした場

合にですね、どういう試行を繰り返してやればいいのかというところを考えていくことがポ

イントになろうかなと思います。ただそのなかでですね、よく言われるのが、お金がない、

人がないからなかなかできないんだよね、みたいなことをよく聞くんですね。この辺りは人

材のところでお話しできればなというふうに思います。 

 ２つ目。時代に即した組織文化というところがポイントになろうかなと思います。PDCA

を高速に回す、リーンスタートアップでやるというところは、ここにも関係してくると思う

んですね。僕もそうなんですけど、ちょっとだけ僕は完璧主義なところがあって、自分で駄

目だなというふうに思うんですけど、完璧にして公開するよりは、完璧じゃない状態で公開

してサービスとして使ってもらって、お客さんに試してもらって、お客さんからフィードバ

ックをもらったうえで、さらにサービスを良くしていくというアプローチ、これはコンピュ

ーターの世界ではベータ版の発想というふうに言うんですけども、そういうやり方でやって

いくというのは１つポイントなのかなと思います。あと変化をよしとする組織文化。この次

のスライドに出てくる成功体験ということにも関係してくるんですけど、ついついわれわれ

は成功したことをずっとやり続けたくなるんですよね。そうすると新しいチャレンジって出

てこないので。そういう意味では、変化をよしとする組織文化というのを会社のなかに醸成

していくといいのかなというふうに思います。あと失敗は成果だというふうに思える会社の

風土、考え方があると変化はしやすい、変革は起こしやすいかなというふうに思いますね。

あと新しい技術に触れられる環境。少なくとも担当の部署だけでもというのは、チャレンジ

するということを社員さんにしてもらうというところでポイントなのかなというふうに思

ったりしています。ドローンを会社のビジネスに使われていらっしゃる方もたくさんあると

いうふうに伺っていますし、なかなかできていないというところもあるというふうに伺って

いますが、もちろんドローンというものを触ってみないことには、その評価ってなかなかで 

きないと思うんですよね。いきなりこの高い、仕事で使えるレベルのものを何千万でどんと

買うよりは、取りあえず数万円のドローンでいいので、そういうのでなんか使ってみないか

な、できないかなという発想で、小さく動いてみる。そういう新しい技術に触れられる環境

みたいなものを社内につくっていただくと、社員さんのなかからこういうふうに使えるんじ

ゃないのかというアイデアが、ひょっとしたらどんどん出てくるかもしれない。そういう環

境、４つほど挙げましたけど、組織文化というのがあると変革はしやすいなというふうに思

っております。 
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 先ほどお伝えした成功体験を忘れるというところなんですが、日本の会社って、IT化がす 

ごい遅れていると言われています。これは僕なりの分析なんですけど、なんでだろうなと思

ったら、紙を前提にした仕事のやり方が完成しすぎていてですね、それをコンピューターに

そのまま載せてしまおうとすると、逆に、先ほど５つ挙げた情報化のメリットというのがま

ったく生かされないまま IT 化が進んでいるので、それが原因で日本の会社、日本の行政と

いうのはIT化が進んでいないと。１回やり始めた、この紙でやっている成功体験を忘れて、

仕事のやり方をコンピューターに載せるのであるならば、新しい仕事のやり方をみんなで、

社員さんも含めて考えてみるということが１つポイントになるのかなというふうに思って

います。そういう意味では、成功体験を忘れる。今までのやり方を疑うということ、やり続

けるというというのは変化を恐れないところと通じるんですけど、こういう成功体験を忘れ

るということも１つのポイントになろうかと思います。 

 次ですね。人材はどこから。これは本当に皆さんから相談をよく聞くポイントなんですけ

ど、うちには人がいないからできません。お金がないからできませんということをよく聞く

んですね。実際にそうですね。投資しないとできないことっていっぱいあるので、人がいな

いとできないことっていっぱいあるので、なんですけど、ここを皆さんには強調してお伝え

したいんですけど。まず自分から動く。たぶんここには楽しんでという言葉が隠れていると

思うんですけど。 

 皆さんのなかには、実際に御自身でドローンを飛ばされている方もいらっしゃるかもしれ

ませんが、ドローンって面白いと思って、実際に面白そうと思って飛ばした人と飛ばしてい

ない人との差ってすごく大きいと思うんですよね。同じことが AI でも言えると思うんです

が、どうですかね。ChatGPT が、ちょうど今から１年ちょっとぐらい前に始まったんですけ

ど、使っている方ってどのぐらいいらっしゃいますか。もし使っていらっしゃる方は手を挙

げてみていただきたいんですけど。ありがとうございます。１割もいない感じですよね。そ

うすると、なかなか AI って本当に面白いし可能性を感じるものなんですけど、使うのにま

ったくお金はかからないんですよね。皆さんの手元のスマートフォン、手元のコンピュータ

ー、インターネット接続があればできるので、まず自分から動いて、社員に「おまえ、こん

な面白いものがあるんじゃけど使ったことないんか。こういうふうに使ったらええんじゃな

いんか。おまえ、面白い使い方知っとったら教えてや。」みたいなコミュニケーションのな

かから、自分から動くということが僕は本当に大切だと思っています。そこから学べること

っていっぱいあるので。会社の内容、仕事の内容に一番詳しいのは皆さんですよね。外部の

アクセンチュアとか、大きいところだとアクセンチュアみたいなでかい会社が皆さんの会社 

に、DXとはこういうものですと言ってやりましょうと言ったとしても、それがうまくいくか 

どうかというのは、本当に、彼らは僕がここで話していることも、いわゆる型にはめるよう

な話をしているだけなので、そういうコンサルタントのやり方というのが、会社が100社あ

ったら 100 様なので、100 とおりのやり方があるはずなんですよね。本当は。ただ、アクセ

ンチュアみたいな大きいコンサルタントは、いわゆる型にはめるようなかたちでやろうとす

る。そういう意味で、外部に頼るよりは、自分たちで自分たちの会社の変革をやっていくと

いう覚悟を持ってもらうことがすごく重要だと思っています。 

 僕がビジネススクールで紹介している事例に、愛知県の旭鉄工さんという会社があって、 
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本当にこれは面白い会社なので、旭鉄工、愛知というキーワードで、DXでもいいですかね、 

検索していただくと、ある社長さんが数人の若手社員さんたちと会社の DX を、その当時は

たぶん DX という言葉は頭になかったと思います。目の前の課題を、社員さんと自分がちょ

っとずつ、ちょっとずつ解決していく。そのフローを振り返ってみると、流れを振り返って

見ると、これはDXだったんだなというふうな感じになると思うんですね。そういう意味で、

まず自分から動くというところがポイントかなと思います。そこに重要なのは、大きく始め

ないんですよね。小さく始めるというところがポイントです。さっき AI を無料で使えると

いう話をしましたし、旭鉄工さんの事例も、言ってみたら数万円ですよね。１台5,000円ぐ

らいのコンピューターと数千円のセンサーを使って、製造業でどのぐらいつくられているの

かというようなことをどうカウントするかとか、ベルトコンベアのラインが動いているか、

動いていないかということを把握して、原因究明に繋げるということをやっていらした。そ

こから来ているので、こういうのをNECさんとか日立さんとかに頼むとうん百万円、うん千

万円と言われるところを、彼らは５万円とか 10 万円ぐらいの初期投資からやり始めたんで

すね。そういう意味で、皆さんの会社のなかの変革を求めるときに、大きくやる必要はまっ

たくなくて、その変革したいことをどういうふうに解決していけばいいのかということだけ

を考えればいいのかなというふうに思っています。 

 ５つ目のポイントはですね、ここもすごく重要なところだなと思うんですけど、賛同者と

協力者を見つけるというところは１つポイントかなと思います。僕のすごい好きな言葉に、

北風と太陽の話があるんですけど、変革をさせたいときって、北風のようにビュービュー冷

たい風を吹きつけて、コートを脱がせるように吹き飛ばすように世の中を変えるのではなく

てですね、太陽のようにじんわり暖かくしてコートを脱がせるみたいなあの話なんですけど。

良いこととか、便利なこととか、楽しいことをやっていると、人はだんだんついてくるとい

うふうに僕は信じていまして、実際にそうだと。僕の経験上そうだったんですけど、そのう

ち仲間が増えてくる。そのうちそのやり方が主流になってくる。 

 それからあともう１個、話をオープンに進める。企業を経営されているなかに、特に皆さ

んのような会社の場合には、自分のノウハウ、自分たちの会社が持っているノウハウを、も

ちろん全部オープンにしろというつもりは全然ないんですけど、ある程度オープンにしなが

ら、仲間を巻き込んでいろいろな変革を進めていくというのが、小さい組織が変革を進める

ためのポイントなんですね。人がいないというところは、自分たちで小さく始めて、それだ

けだとやっぱりなかなかしんどいんです。そうすると仲間を増やしていくというときに、全 

部隠していたら仲間もなかなか増えないし、楽しくないことをやっていると仲間は増えない

ので、楽しいことをしながら、話をオープンにしながら、使い古された言葉ですけどWin-Win

になるような状況を、パートナーの人たちと一緒にやっていくと、変革のきっかけというの

は掴めてくるのかなというふうに思っています。 

 広島県はですね、ひろしまサンドボックスというプロジェクトを、ここ数年ずっとやって

くださっているんですけど、ひょっとしたらそのプロジェクト名をお聞きになった方もいら

っしゃるかと思うんですが、あれはすごく面白い試みだなと、僕は思っているんですね。そ

れこそ、そんなに大きくない会社同士がお互いに手を携えて、例えばカキ養殖の課題をこう

いうふうなITの力を使って解決しようみたいなものを、その課題を持っている人とITの力 
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を持っている人、なんなら大学みたいなところも交えながら、一緒に解決していくというこ 

とをオープンな場で進めていっているというところで、いろんな成果が出ているんですね。

ひろしまサンドボックスというキーワードで検索していただくと、その成功事例と言います

か、こんなに楽しいことをやっているんだとか、こんな感じで、そんなにオープンにやって

いるんだということを御覧いただけるかなというふうに思います。 

 こんな感じでですね、この５つのポイントを踏まえたうえで、いろんな行動をまずはやっ

てほしいというふうに思っています。まず前半のポイントとして、デジタル化を、コンピュ

ーターが扱いやすい状態で情報を保持するということ。変革を起こすためには、この情報化

のメリットを生かすということを「最注力」して考えてもらえればなというふうに思います。

残り、前半戦の後半で話した変革をどうすればいいのかということは、今お伝えした５つの

ポイント、本当に小さく始めることがポイントだと思います。その小さく始めるがゆえに大

きな投資はいらないんですよね。そこを楽しく仲間を見つけつつ社内でやっていく。これが

できると、変革の第一歩というのはまず確実に踏み出せると思いますし、愛知の旭鉄工さん

の事例にお伝えしたように、振り返ってみたら、わが社にとってあの第一歩がこの DX って

周りから言われることのポイントだったのかもな、というふうに振り返られる日が絶対に来

ると思っていますので、ぜひ皆さんにはチャレンジしていただきたいなというふうに思って

おります。 

 それではですね、後半戦に入ろうと思うんですが、その小さい第一歩を踏み出す１つの例

として、この人工知能というのを掲げていきたいと思います。僕はコンピューターサイエン

スの分野なので、人工知能というふうな話をすると、とかく理論みたいな話ばっかりになっ

てしまうんですが、われわれが車に乗るときに、もちろん車好きな方は内部のことも知りた

いって思う方はやっぱりいらっしゃると思うんですけど、知らなくても運転できますよね。

インターネットも同じで、インターネットがどう動いているか知らなくても使える。それと

同じでAIもどう動いているかは知らなくてもAIは使えるので、まず使ってみるということ

を皆さんには強く、強くお勧めしたいなというふうに思っています。使っていらっしゃると

手を挙げてくださったのでちょっと質問してみますが、どういう存在ですか。人工知能って。

どう使いこなして、定型的な仕事が楽になるというのは、たぶん使ってみたら、なるほどこ

ういうふうに使えばいいのか。本当に人工知能って、仕事ができる人ほど上手に使っていら

っしゃるんですよね。そういう意味では皆さん絶対に上手に使いこなせる日が来るはずなん 

です。仕事のことが一番わかっている人が人工知能を一番使いこなせるので、その理由はあ

とから出てきます。どうですか。使っていない方は、人工知能ってどういうふうに思われて

いますか。なかなか目が合わないんですけど。無理やり合わせて。どうですか。人工知能っ

てどんなものだと思われていますか。 

（出席者）いろんなことをやってくれる。 

 ありがとうございます。人に代わっていろんなことをどんどんやってくれる存在じゃない

か。当たりです。そう思います。次のスライドにも関係してくるんですけど、人に代わって

どんどんいろんなことをやってくれるというのが人工知能というふうに言われています。実

際にそうなんですよね。人工知能は人の仕事を奪うのかという質問をよく言われますが、答

えはイエスです。なぜか。でもこれはすごい粒度の粗い話で大きい話をしているんですけど、 
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そもそも技術ってそういうものじゃないですか。事務局のほうから事前に、「もしもインタ 

ーネットがなかったら…昭和のビジネスを再現してみた。」って、ちょっと若者向けの、昔

はこんな感じで仕事をしていたんだよということを、若い人に知ってもらうための記事を皆

さんには御紹介しましたが、僕もそのギリギリ昭和の最後の仕事のしかたを知っている世代

なので、うちのおやじなんかは、机の上には電話とメモ帳とペンと灰皿が置いてあったみた

いな、そういう仕事のスタイルでやっていたなかで、じゃあ、調べ物はどうしていたのか、

部下に頼んでいた。何かこれを持っていってというのはスタッフに頼んでいた。みたいなこ

とを、いろんな仕事を周りにどんどん頼みながら、周りはそれで仕事を覚えて行きつつ、そ

れの中からちょっとずつ成長するみたいな流れがあった中、コンピューターが入ってきたこ

とによって、周りで何かを配るとか、探すとか、調査するみたいな仕事が全部自分でできる

ようになったと思いませんか。技術ってそういうものなんですよね。周りの仕事をどんどん

奪っていくのが技術なので、僕はコンピューターをその質的には人減らしの技術だというふ

うに思っています。ただしそれが、人が減ったうえで、でもその人たちは別の仕事に就けば

いいとも言えるので。 

 次に、職種がなくなるか。これは全部の職種がなくなるかと聞くと、部分的にイエスとい

うふうに、僕は答えています。なくなる職種はおそらくあるでしょうね。実際に歴史を振り

返ってみると、電話で昔は、僕もその時代は知らないんですけど、電気の力で電話回線をつ

ないでいる時代の前は交換手という方が、線を実際に物理的に何番から何番って線をつない

で電話がつながっていた。でもそれが電気の力を使って交換機というものができたら、そう

いう交換手という人たちの仕事がなくなったように、おそらく部分的に仕事がなくなるとい

うことはあろうかと思います。 

 自分の仕事は、人間の仕事は、人工知能によって奪われるかどうか。これは、答えは人に

よって変わるというのが僕のアイデア、考え方ですね。人によっては、自分の仕事を置き換

えられてしまうのではないか。ポイントはどこかというと、言われたことだけをやる人は仕

事を奪われるだろうなというふうに思っています。なんでか、という話なんですけど、奪わ

れないためにはどうすればいいのかという話なんですけど、使われる側から使う側に回らな

いと駄目なんですよね。言われたことだけをやる人は、言われなければ何もやらないわけで

すよね。言葉尻だけであえて言いますと。ここはポイントなんですけど、自分から動いて何

かをする人は、チームを、仲間を率いて「おまえはこれやって、これをお願いします」みた

いな感じで、どんどん周りを動かしながら仕事をつくっていく人なんですよね。だけど、自

分から動かないで言われたことだけをやる人たちというのは、言ってみたら AI と一緒です

よね。昭和の時代の仕事のしかたが、今、平成、令和になって大きく変わったように、言わ

れたことだけをやる人たちの仕事って、あれ？ 冷静に考えるとこの仕事って AI にお願い

すればできるんじゃない？ と思う瞬間がおそらく来るはずなんです。AI を使っていると。

もちろん若手を育てるという視点ではまだ違う議論はできるかもしれないですけど、仕事を

効率的に進めるというだけの視点で行くと、言われたことだけをやるというよりは、自分が

やりたいことをいかに AI にやらせるか。それは部分的に人にお願いすることもあろうかと

思いますし、部分的に AI にお願いするということも出るとは思うんですけど、言われたこ

とだけをやる人は奪われてしまう可能性がある。だからAI時代に重要なのは、使われる側 
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から使う側にいかに転向するのかということが、特に若手の社員さんにとっては重要なポイ

ントになってくるのかなというふうに思います。 

 この使われる側から使う側に転向するというところはどこがポイントになるかというと、

僕はこの４つのポイントがあると思っていまして、１つ目は自分で考えられる。自分でつく

り出せる。自分で決断できる。自分で主張ができるという、この４つの要素がある人は、お

そらく AI に仕事を奪われることはないと思います。皆さんもそうしていらっしゃると思う

んですけど、自ら仕事をつくるときには自分で考えて仕事をしているはずですし、仕事もそ

うですし、その解決方法も含めて自分でつくり出していらっしゃると思うんですよね。皆さ

んは会社のなかで。最終的に決断もされているでしょうし、それの有効性みたいなものをPR、

主張できるというところができると、使われる側から使う側へ転向できるのかなというふう

に思います。 

 特にですね、この自分で決断できるというところはポイントかなというふうに思います。

人工知能はこの決断はできないんですよね。決めてくださいって、後日やってみていただき

たいんですけど、「決められません」みたいなニュアンスの回答が返ってきます。もちろん

そんななかでも「決めて」と言えば、どっちかを選んでくれるような AI もあるっちゃある

んですが、という使い方もできるんですが、最終的に人間が決断しないと AI は責任を取っ

てくれないので。そういう意味では、この辺りは人間が使われる側から使う側に、つまりAI

に置き換われない、置き換えられないような人材になるためには重要なポイントなのかなと

思います。 

 ただ、ここに空白があるんですけど、それが出てくるのは、この人工知能の力を借りてと

いうところがポイントになってくるのかなと思います。われわれはコンピューターを使い始

めて、この間、たまたま広島のある飲み屋で男性２人が、コンピューターを使い始めて仕事

が増えたような気がするんじゃと。スマートフォンがあるがゆえに客先にも電話がかかって

きて、今までだったらもう夕方５時前だったら直帰しますと言ってそのまま飲みに行ったり、

家に帰ったりってできたのが、電話がかかってくるがゆえに仕事をせんといけんくなった。

メールもチェックせんといけんくなったというようなので愚痴られていたんですけど。コン

ピューターを使って、いかに楽をするのか。使われるんじゃなくて、コンピューターを使う 

側に行くという意味で、この人工知能の力を借りて、いかに楽をするのかということがポイ

ントになってくるのかなと思っています。これがAIに使われないポイントですよね。AIに

使われないためにはAIを使う側に回らないと、AIに仕事を置き換えられてしまう可能性は

あります。この４つのポイントをやりきるために、AIの力を借りて自分の持てる力を最大化

するというところがポイントです。 

 道具ってそもそもそうなんですよね。われわれは歩いていくと、例えば広島から東京まで

歩いて行こうとすると、昔、江戸時代の人たちはみんな歩かないといけなかったわけですか

らね。何十日かかって歩いていたところを、今は新幹線、飛行機に乗れば４時間ぐらいで広

島からは移動できる。技術の力を使って、われわれ人間の能力というのを延ばしているのと

一緒ですよね。計算もコンピューターを使うことによって、そろばんで計算していたものが

一瞬で計算ができるようになってしまう。アンケート結果の分析なんかも、Excel のピボッ

トテーブルみたいな機能を使えば、いろんな系統のデータ解析みたいなのが一瞬にできる。 
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そういうことを考えると、コンピューターを使って、ここの文脈では人工知能というふうに 

言っているんですけど、人工知能の力を借りて、人間の持てる力を最大化するというところ

がポイントなので、そこには、それができる人は、コンピューターによって置き換えられる

ということはないのかなと思っています。 

 「人工知能 事始め」ということで、まずここから行きたいと思うんですが、ChatGPT を

使わない人からよく聞く言葉、この２つほど挙げてみました。何に使えるのかがわからない

と。それに類して、どう使っていいのかがわからない。たぶんこれは、本当に使っていない

からそう感じられることだと思うんですよね。皆さんも初めてコンピューターを目の前に置

かれたときのことを思い出してほしいんですが、どう使っていいかわからないと思いません

でしたか。きっと。周りからコンピューターってこういうふうに使えるんだよとか、あと何

に使えるのかもわからないけど、周りがコンピューターを使い始めたから取りあえず使って

みて、キーボード、ボタンがいっぱいあるのに画面が１個どんとテレビみたいなのがあるな

かで、悩みつつも使い始めた日のことをちょっと思い出していただきたいんですけど、AI

も同じことが言えると思うんですね。何に使えるのかわからない、どう使えばいいのかわか

らないというのは使い始めると案外わかるものなので、ぜひ皆さんには使っていただきたい

んですけど。 

 よく質問が出てくるんですけど、ChatGPTって検索なの？ 生成AIって検索なの？ とい

うふうに聞かれますが、これは違いますね。検索だと思って Google のように検索して、検

索結果を出してくれるものだと思いながら使うと、AIってこんなこともできないのか、この

ぐらいしかできないのかってがっかりされることが多いと思います。なので、ChatGPT をこ

のあと皆さんには使っていただきたいと、戻られたあと使っていただきたいと思うんですけ

ど、検索だと思って使わないほうがいいなというふうに思います。じゃあ、ChatGPT ってな

んなの？ というと、僕は部下だというふうに思ってほしいなって思っています。人間の部

下。ただしですね、ちょっと間の抜けた部下ぐらいな感じで捉えていただけるといいかなと

いうふうに思います。というのが、ChatGPT もちょっと間の抜けた、人間をつかまえて間の

抜けたとかというのはかなり失礼な言い方なんですけど、丁寧に言わないと、説明しないと、 

ちゃんと仕事をしてくれないと思うんですよね。特に大卒の、高卒の新入社員さんをつかま

えて、ちょっとあれをやっておいてって、適当にお願いすると、適当な答えしか、適当な仕

事しか返ってこないですけど、丁寧にこういうふうに仕事をして、こういうふうな手順でこ

ういうふうにやってねというと、わりときっちりやってくれる子たちが、日本の子たちはそ

ういう子たちが多いような気がするんですが、そういう部下だというふうに思っていただけ

るといいなと思います。なので、新入社員に教えるように指示を出してもらいたいんですよ

ね。本当に曖昧な指示を出すと曖昧な答えしか返ってこないんですよね。 

 後で時間があれば事例も紹介したいなというふうに思うんですけど、こういうのを、

ChatGPT を使って面接の練習みたいなのもできるんですよね。あなたは面接官です。私は学

生です。面接をしたいので、質問を投げかけてくださいという質問を投げかけると。面接っ

てわれわれのなかでは１対１で会話、対話じゃないですか。「会社を希望した理由はなんで

すか。」と、学生が「これこれこういう理由です。」「それはいい理由ですね。では、どうい

うところが。」と振り下げて聞きますと、これは対話ですよね。でも僕がChatGPTの例をや 
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った時にはですね、いきなり質問が10個ずらずらっと出てきたんです。それは僕の説明が 

曖昧だったんですね。面接とは、１対１でインタラクティブにやるものなので、「向こうに

質問してください。」「僕の反応に応えたうえで次の質問をしてください。」というふうに指

示を出すと、ちゃんと会話をしてくれるんですけど、そういう指示がないと、ひたすら

ChatGPT がしゃべって終了みたいなことが起こってしまう。そういう意味で、適当な、曖昧

な指示を出すと適当な結果しか得られないので、新入社員にもそうされているように、具体

的で明確な指示というのを出すと、かなりの精度で返事をしてくれる。それを、これも言葉

として頭の片隅に置いておいてほしい言葉なんですが、プロンプトエンジニアリングという

ふうな言い方をします。これはChatGPTにどういうふうに話しかけるとChatGPTが効率的に

動いてくれるのかということを示す、僕は技術だとは思っていないんですけど、テクニック

だと思っているんですけど、そういうテクニックを研鑽している人たちがいるので、上手な

問いかけ方、この工夫というのを、今、インターネットにいろんな事例があるので、こうい

うプロンプトエンジニアリングをというキーワードをもとにいろいろ探してみると、面白い

ものがいっぱい見つかるかなというふうに思います。本当に雑な問いかけをすると、雑な回

答しか返ってこないというのが残念なところですね。 

 じゃあ、どういうところに使えるのかということをばっと挙げてみました。探究、調査、

検討、これは文字を中心とした探究、調査、検討になると思うんですけど、どういうところ

に興味が、例えばですね、マーケティングをしようと、これはすごい雑に言っているので雑

な答えしか返ってこないんですけど、何かものを売ろうと思っています。対象とするターゲ

ットは 40 歳の男性です。どういうものを売ればいいと思いますかというと、それなりの答

えは返ってくるんですが、もう少しこの商品を具体的にイメージしてもらえませんかという、

ちょっとずつ対話をしながら検討をしていくみたいなことは、ChatGPT は使えると思います

し、思量というふうに、あまり一般的には使わない言葉なんですけど、壁打ちみたいな言い

方をすることがあるかもしれないですね。自分１人で考えていくとなかなか行き詰まってし

まうんで、考えが及ばない、行かないところもあるんですけど、ChatGPTと壁打ちして、僕 

はこういうふうに思うんだけど欠けているところはないかなというふうに聞くと、ChatGPT

が考える、欠けているところみたいなのを示してくれたりするんですよね。漏れ欠けがない

か、みたいなところは出してくれたりすると。 

 あとは文章の作成ですとか要約とか構成、キーワード検出、翻訳、この辺りは言葉ですよ

ね。本当に便利です。僕も実はよく使っています。叡啓大学のパンフレットがあるんですが、

最初に僕は 200 文字で学生へのメッセージを考えてくれと言われて、200 文字ってかなり短

いんで、すごいギリギリまで頑張って、１文字削りながら 200 文字をつくったんですけど、

「120文字でした、スペースは。」ってあとから言われて。「削れるか。こんなの。」って思い

ながら、僕は 200 文字の自分のメッセージを ChatGPT に入れて、「これを 120 文字に要約、

書き直してください。」っていったやつをアウトプット、もちろん僕らしい文章じゃないの

で、それを最終的にちょこっと編集はするんですが、そういう使い方をしたのがパンフレッ

トに載っていたりするんですけど。そういう言葉を使った作業みたいなのは、ChatGPT が最

も得意とするところですね。 

 プログラミング言語も人工言語と言われたりするので、プログラミングも言葉の１つだと 
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思うと、プログラムなんかもほとんどやってくれますね。大学の教員として頭の痛いところ 

なんですけど。学生にプログラミングを教えているんですが、「こういうプログラムを書い

てきなさい。」と言うと、やる気のない学生は十中八九 ChatGPT にプログラムを書かせます

ね。そのぐらい簡単に書いてくれます。あと会話。これは学生から聞いたんですけど、夜１

人で寂しくなったときに、友達に電話するのはちょっとしんどいと。だけどChatGPTが話し

相手になってくれるという、そういう使い方をしている学生も実はいたりするんですが。僕

もちょっとやってみたんですけど、意外と面白いんですね。例えば部下の愚痴をChatGPTに

話しかけてみると、案外まともな答えが返ってきたりする。「いいところもあるかもしれま

せんよ。」「じゃあいいところを教えてくださいよ。」と言ったら、「そうだな、いいところは

こんなところがあるかな。」みたいな会話を繰り広げていくと、なんとなくわれわれの心も

落ち着くみたいなのはあったりするんですね。 

 ただ、注意点があります。時間も時間なので、ちょっとクイックになっちゃって申し訳な

いんですけど。個人情報とか機密情報を取り扱わないようにしてほしいなと思います。これ

は去年の４月か５月ぐらいだったかな。弁護士さんが顧客の情報をChatGPTに入れた。おそ

らく要約とかをさせちゃったんですかね。その入力した情報が、別の人が使ったときのアウ

トプットとして出てきたみたいで、これは危ない情報なんじゃないの？ みたいな事例があ

ったという報道を聞きました。なので、ChatGPT はいろんなしゃべりのパターンを学んだう

えでそれを出力している。それが機密情報かどうかの判断はしないんですね。面白いことを

言った人がいて、ずっと誰が言っているか探しているんですけど、Twitter で見つけた言葉

なんですけど、ChatGPT は言葉の電卓だというふうに言った人がいるんですけど、本当に言

い得て妙だなと。いろんな言葉を計算結果によってわっと集めてぽっと表示しているだけな

ので、言葉の電卓だというふうに言っている人がいるんで、機密情報も個人情報もそれを扱

わないようにするというのはちょっと難しい。技術的に難しい。なので、そもそも論として

はわれわれが入れないということが重要になってくるかなと思います。 

 あと嘘の情報を言ったりするので、こういうのを「ハルシネーション」、幻影とか幻みた

いな言葉の意味なので、ChatGPT のアウトプットを信じない。信じすぎない。だから仕事が

できる人は AI を上手に使えるというのは、ハルシネーションをちゃんと見極められるとい

うことなんですよね。僕も専門外のものがアウトプットに出てきたら、なかなか上手に判断

できないですけど、専門のことだったら皆さんがそうであるように、これはまたうそを言っ

とるわ、みたいな感じになるのは判断できるんですけど、そうじゃない分野については、こ

のハルシネーション、うそに気をつけてほしいなと思います。 

 あと、著作権で保護されている情報は入力しないですとか、アウトプットが著作権を侵害

している可能性も視野に入れてやる。例えば会社のパンフレットのキャッチフレーズを考え

させるみたいなのは、社員にやらせるのと同時に、自分もChatGPTでつくってみるというの

は面白いチャレンジかもしれないですね。そのときに、つくったフレーズが、人間が考える

ことなのでよくある話だったりする可能性もあるんですね。そういうときに僕はどうするか

というと、Google 検索をするんですね。そのキャッチフレーズをGoogle 検索して、よその

会社が使っていないかみたいなことを確認したうえで、自分の会社のパンフレットに、大学

のパンフレットに使うみたいなことはよくやったりします。 



経営者懇談会 講演録 
 

  
28  

 

 

 あと１つ、これはあまり言っている人はいないんですけど、生成AIがつくったアウトプ 

ットって、著作権で守られないんですね。なので、必ずアウトプットしたものに対して人間

がなんらかの工夫を入れて、これはこの部分は僕が入れた工夫なんだ、人間がやった、会社

がやった工夫なんだと言って、著作権を主張できるような状態にしておかないと、場合によ

っては他社さんに使われてしまい、しかもそれが権利を守ることにつながらないという可能

性もあるので、そのところだけは注意していただければいいかなというふうに思っています。 

 ChatGPT を使うコツとしては、正解や完璧を求めない。あとここは重要ですね。出てきた

情報をもとに人間が考える。だからツールとして、相方として、部下としていろんな情報を

どんどん。部下はちゃんと休ませないといけないですけど、ChatGPTは 24時間いつでも働い

てくれますからね。そういう意味では、自分が考えていることをChatGPTに投げかけながら、

ChatGPT からのアウトプットを得つつ、自分の考えをまとめていくみたいなことはできるの

かなというふうに思います。そういう意味で仕事ができる人ほどAIを使える。AI を使った

ときの成果が大きいというのは、ちょっとイメージしていただけますかね。たぶん新入社員

とかは、会社のなかで AI をどう使うかというのは、たぶん新入社員そのものだと難しいと

思います。ある程度３年、４年働いて会社の仕事がわかってくると、こういうふうに使えば

いいんじゃないのかみたいなことはイメージしてもらえるとは思うんですが、ここにいらっ

しゃる皆さまこそがAIを使って、AI からいいアウトプットを社員から引き出せると、たぶ

ん会社の経営にも一助になるのかなというふうに思ったりしています。本当はこんな感じで

使っているんですという事例が紹介できるとよかったんですが、しゃべりすぎですよね。き

っとね。たしか45分ぐらいまでだったと思うんで。 

 まとめということで、皆さんにはここですね。本当にリーンスタートアップ。取りあえず

始めて見る。無料です。ChatGPT は。お金は一銭もかかりません。コンピューターとインタ

ーネット接続があれば、スマートフォン１台あれば、今日帰りの車のなかで、電車のなかで、 

バスのなかでも始められるぐらいなので、ぜひやってみてください。本当に使ってみないと、

触ってみないと理解もできないし評価もできないと思うんですね。土本はあんなことを言っ

ていたけど、嘘つきだったよなって。あいつの言っていることこそがハルシネーションだと

いうような評価も、やっぱり使って見ないとわからないので、僕が言っていることが本当な

のかどうかというところも含めて、ChatGPT と一緒に評価してもらえるといいなというふう

に思います。ChatGPT を上手に使うことは、やっぱり上手に指示できていないんだと。ここ

は慣れが必要なので、やっぱりどんどん使っていってほしいなと思います。あと正解を求め

ない。正解は自分がつくるんだというスタンスでいてほしいですね。会社を経営されている

皆さまとして、アウトプットが出た。それをもとに、最終的に決断するのは御自身だと思う

ので、そこに正解を求めすぎない。出てきたアウトプットをもとに、自分なりの正解をつく

っていくということが重要なのかなと思います。 

 最後に注意点を駆け足でお話ししましたけど、最後にアカウントの作成方法の流れという

のを入れておきましたので、ChatGPT を使われたことがない人は、ぜひ今晩、明日にでも、

週末にでも試して、楽しく遊んでいただければいいなというふうに思います。ChatGPT アカ

ウント作成みたいに Google 検索をしていただきますと、いろんな人がアカウントの作成方

法を共有してくださっていますので、ぜひそういうのを参考にしながら、ChatGPTでまずは 
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遊んでいただけるといいなというふうに思います。 

 なお、メールアドレスも資料の１番最初に書いてあるので、いつでも質問してくだされば、

時間の許す限りお答えします。 

 

【質疑】 

（質問）会話をやってみたいなと、今思ったんです。でも、ひとり言でブツブツというよう

な感じがして、どういうところまでChatGPTとやり取りはやるんでしょうか。 

 

（回答）ChatGPT の最大の弱点は、インターネットがないと使えないというところで、今、

インターネットに接続したので。例えばですね、さっき面接の話をしたと思うので、例えば

学生面接みたいなのをやってみると、例えばユウというのは僕が入れたんですけど、多くの

大学生が自分が勤める会社に入りたいと思っています。あなたは面接官です。私が学生役を

やるので、面接官として私に質問を投げかけてくださいと言うと、僕の説明が雑すぎたので、

こんな感じで１から８の質問をわっと投げてきたんですね。１つずつ聞いてください。私の

回答を踏まえて質問してくださいというと、１個ずつ聞いてくれると。架空の会話なのです

けど、こんなことをやりたいと思っていますと言うと、大学、この学部は珍しい名前なので、

身につけたスキルや知識はどういうふうに具体的にやろうとしていますかとか、みたいな、

こういう会話をやってくれたりするんですね。 

 これはちょっと優しすぎるなと思ったので、追い詰めるように、厳しい質問に変えてくれ

って言うと、同じような会話をしたとしても、もっと具体的に教えてくださいとか、非常に

重要だけど最も困難だったものはなんなのか、みたいに、ちょっと突っ込んで聞いてくれた

りすると。これをですね、会社も指定しなかったので、マツダさんを使ってやってみたんで 

すが、あなたはマツダの面接官ですと言うと、マツダっぽいことを。僕が面接官をして、学

生を ChatGPT にやらせたんですね。そうすると、例えばマツダを志望した理由を聞いたら、

人間中心の開発をするとか、感性を重視している。この辺りはマツダさんの本当に言ってい

ることに近いですよね。こういうことを言いながら、運転したことはありますかというのは、

コンピューターだから絶対にないはずなんですけど、運転したことがありません、みたいな

ことを言ってくれたりするんですが、インテリアのデザインが洗練されている。ヨーロッパ

っぽいデザインが好きなんですかね。シンプルでありながら高級感もあるデザインでしたと

か、ダッシュボード、コンソールのレイアウトがと言われると、社員の方もうれしいのかな

と思うような、こういうこともできます。 

 あとは、僕はパスワードをつくるときにもChatGPTを使っているんですね。最近アルファ

ベットの大文字、小文字、数字、記号を入れたパスワードをつくってくださいとよく言われ

るんですが、自分で考えるのは大変なので、こういうアルファベットと大文字、小文字、数

字、記号を含む12文字の文字列を再生してください。Lと１とかがわかりにくいんで、そう

いう判別しにくい文字は利用しないようにしろと言うと、例えばこんな感じのパスワードを

つくってくれたりするんですよね。こういう使い方もできますし、プログラミングなんかも、

これも例なんですが、インターンシップのアイデア出しみたいなものができますね。学生が

インターンシップにやってくる。会計学を学んできた２名、私は、これは八天堂さんをイメ 
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ージしたんですけど、クリームパンを製造しているメーカー、２週間のインターンシップで 

何をしてもらったらいいか５つほどアイデアを出せと。そしたら、財務分析、予算作成、会

計ですからね。予算作成のアシスタント、コスト削減プロジェクト、市場調査、内部統制の

評価みたいなものをやらせたらどうかという話を、これは会計学じゃなくて経営学を学んだ

人にすると、提案するものがこんな感じで変わってくるんですよね。 

 使い方としては本当に無限にあると思うんです。たぶん皆さんが部下にこういうことを考

えてくれ、というようなことをChatGPTに投げかけると、それなりのアウトプットが返って

きますし、それがいまひとつだった場合には、たぶんもう少し質問のしかたを変える、もし

くはその対話のなかでここはこういう意味じゃなかった、こういうふうに考えてというふう

に次の指示を出すと、それに応じたアウトプットを出してくれるので、本当に対話的にやっ

ていただけるといいかなというふうに思います。 
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技術士（建設部門）試験 合格体験記 

株式会社 荒谷建設コンサルタント 下 石   真 

 

 

１．はじめに 

私は令和 4 年度試験で合格することができました。これまで、一次、二次試験ともに

不合格を味わいながら右往左往しておりましたが、なんとか合格を勝ち取ることができ

てホッとしております。 

本稿では、試験対策の取り組みをご紹介します。 

 

２．試験対策 

二次試験を受験するにあたって、大きく三点の対策を行いました。 

まず、自分の性格でも勉強が続けられる環境を整備しました。例えば、SNSを絶つ、集

中できる勉強場所を探す、勉強した日は自分に褒美を与えるなどです。どれも簡単です

が有効な取り組みだったと思います。また、当時はコロナ禍で遊びの誘惑が少なかった

ため、勉強の追い風になりました。 

次に、試験日までの日数を逆算してスケジュールを立てました。「この日までに出願書

類を読む」、「この日までに経験論文を書いて添削をしてもらう」、「●●の施策を調べ終

わる」など、１日～１週間単位で細かく予定を立てたうえで実行に移しました。 

最後に、手書きの訓練を重視しました。調べものは試験の１か月前には終わらせて、

残り期間は過去問や想定問を書き、添削を受ける時間にあてました。添削してもらうこ

とで、準備している答案が模範解答からずれていないか確認できたほか、自分が文章を

書く速さと丁寧さを把握することができました。また、試験と同じ曜日・同じ時間帯に

手書きの訓練を実施することで、本番さながらの緊張感を味わうことができました。 

 

３．おわりに 

技術士試験は難しい試験ですが、これほど自分を試された経験は過去になかったため、

振り返ってみると意外にも楽しい日々でした。今は実務の勉強に重きを置いております

が、いずれは総合監理部門に挑戦する予定です。 

そして、最後になりますが、試験対策を全力でサポートしてくださった皆様にこの場

をお借りして感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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 ＲＣＣＭ試験合格体験記 

株式会社 安芸建設コンサルタント 柏 村 昂 志 

 

 

１.はじめに 

私は、令和４年度のＲＣＣＭ資格試験(鋼構造及びコンクリート)に合格することが

できました。ＲＣＣＭ資格試験は実務経験が必要ですが、令和 4年度に要件を満たす

ことができたため、受験を行い、周囲の方々のご指導・ご協力のおかげもあり、初受

験で無事に合格することが出来ました。この場を借りて改めて御礼申し上げます。 

 

２.試験について 

問題Ⅰ（経験論文）は、実務実績証明書に記載した担当業務の内、3 件選択しそれ

ぞれ業務内容・役割・問題点と解決策等を解答します。私の試験対策としましては、

前年度に受験された先輩方の解答を参考にし、自分なりに解答を事前に作成しておき、

記憶しました。 

 

問題Ⅱ、Ⅳ（択一式）は、過去問と類似の問題が出題されます。 

私の試験対策としましては、前年度に受験された先輩方が過去 10 年分の問題集を

購入しておられたため、その過去問を記憶するまで何度も勉強しました。過去と同じ

ような問題でも微妙に文章が違う問題等も出題されるため、解答文の正誤はもちろん、

残りの 3つの文章も内容をきちんと理解する様にしました。 

 

問題Ⅲ（記述問題）は、試験までに６つの出題テーマが公表され、試験はその中か

ら１題が出題されます。解答については 7つの用語から 4つ以上を用いて解答しなけ

ればならない決まりもあります。私は他の受験者の方々の様に本番でいきなり文章を

作成するのは難しいと考え、出題される 6 つのテーマについての解答を予め用意し、

記憶しました。細部まで記憶するのは難しかったのですが、７つの出題キーワードを

含んだ文章だけは忘れないように通勤中や移動中の時間等を使い、頭の中で何度も文

章を反芻し、記憶しました。 

 

３.最後に 

他の資格試験も同様だと思いますが、合格までいかにモチベーションを保ち続けら

れるかが一番の敵だと思います。体調が悪い日もあれば、勉強に気持ちが入らない日

もありますが、どんなにしんどくても机に 5分でも座る習慣をつけ、毎日机に座るよ

うにしました。勉強しない時はしっかり休む、やるときはやるといったメリハリを持

って試験勉強に臨むのが一番良いのではないかと思います。最後になりますが、今回

ＲＣＣＭ資格試験受験に際しご協力いただいた上司・先輩をはじめとする方々に改め

て感謝を申し上げます。ありがとうございました。 
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ＲＣＣＭ試験合格体験記 

株式会社 荒谷建設コンサルタント 青 森 一 樹 

 

 

１．はじめに 

私は、令和４年度のＲＣＣＭ試験に合格することができました。今回が初めての受験

でしたので、効果的な試験対策を行うことが出来たか自信はありませんが、私の試験対

策が皆様の参考になれば幸いです。 

 

２．試験対策について 

問題Ⅰ（経験論文）については、実務実績証明書に記載した業務に対して自分が果た

した役割、問題点とその対応等を記述します。出題傾向が変わらなければ、事前に暗記

した内容がそのまま活かすことのできる問題です。したがって、事前に文章を作成し、

上司に何度か添削していただいたものを出来るだけ暗記して試験に挑みました。 

問題Ⅱ（一般択一）については、過去問題を繰り返し解きました。実際の試験も過去

問題と同じ問題が出題されたので、過去問題を解くことは大切だと思います。問題Ⅰと

問題Ⅱがセットで出題（試験Ａ）されるので、問題Ⅰを暗記しておいてスムーズに終わ

らせ、問題Ⅱに時間を使うこともポイントだと思います。 

問題Ⅲ（選択記述）については、事前に６つの出題テーマが公表されるものの、全て

回答を準備し暗記するのは大変です。そこで私は、それぞれのテーマでキーワードとな

る単語を抽出し、その単語だけを記憶しておきました。あとは、試験本番で出題された

テーマに対して、キーワードを組み立てつつ、文章として違和感の無いように言葉を肉

付けしていく、という作戦で挑みました。 

問題Ⅳ（基礎択一、専門択一）については、問題Ⅱと同様に過去問題を解くことを重

点に対策を行いました。専門択一は、受験分野の中から幅広く出題されますが、回答す

る問題を選択できるので、わからない問題は飛ばして自信のある問題から回答すること

がポイントだと思います。 

 

３．最後に 

試験対策は、直前に慌てて勉強しても疲れるので、毎日コツコツと「一日に過去問題

を10問解く」等と目標を立てて進めていくことが大切だと感じました。 

最後になりますが、今回ＲＣＣＭ試験に合格出来たのは、日頃からご支援・ご指導い

ただいている上司の方々、またＲＣＣＭ受験対策講習会を開催していただいた広島県測

量設計業協会の方々のおかげあると感じております。この場を借りて、改めて感謝を申

し上げます。 
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ＲＣＣＭ試験合格体験記 

株式会社 土木技術コンサルタント 宮 井 琢 裕 

 

 

１．はじめに 
私は、令和 4 年度の RCCM 資格試験に合格することができました。RCCM の受験資格であ

る一定の実務経験年数を満たしたため、初めて受験にチャレンジしました。 
 
２．試験に向けた対策 
RCCM 資格試験は主にⅠ（経験論文）、Ⅱ（関連法制度、建設一般知識、技術者倫理等）、

Ⅲ（管理技術力）、Ⅳ（土木関連の基礎知識と専門技術知識）の 4 つの問題に分かれており、

記述式（Ⅰ、Ⅲ）と択一式（Ⅱ、Ⅳ）という受験科目となっています。 
択一式である問題Ⅱ、Ⅳの試験対策については、過去問を繰り返し解くことにより、それぞ

れの傾向をつかみ、不得意分野を重点的に学習しました。 
記述式である問題Ⅰは、業務実績証明書に記載した業務について、目的や内容、問題点とそ

の対応、それに対する評価等を記述します。これについては、実際に自分が遂行した業務の

中で工夫した点や課題解決について、わかりやすい文章を意識して回答を作成し、試験に臨

みました。問題Ⅰについては、実際に苦労した業務であったこともあり、スムーズに準備で

きたと思います。 
私が最も苦戦したのが問題Ⅲの記述式問題です。この問題は試験前に公表される 6 つのテー

マのうち 1 つが当日ランダムに出題されるというもので、問題Ⅰと同様に回答をあらかじめ

作成、準備しました。なお、6 テーマの中には回答を作成するのに苦労するものもありまし

た。しかし、6 つ全てがしっかり準備できていれば、自信をもって試験に臨むことができる

ので、ここで妥協すまいとの決意で取り組みました。 
また、試験期間は 2 か月間あり、試験 A（問題Ⅰ、Ⅱ）、試験 B（問題Ⅲ、Ⅳ）を別々の日

に受験することが可能という点は、試験勉強をするうえで一つのポイントとなりました。私

は、試験 A と B の受験日の間隔を 1 か月程度空けて設定したので、それぞれの問題に対し

て集中して対策、準備を行うことができました。個人的な意見ですが、メリハリをつけて計

画的に準備することが重要だと感じました。 
 
３．おわりに 
RCCM 資格試験は、記述式については出題される問題があらかじめ発表されるため、しっ

かり準備して臨めば突破は難しくない試験だと思います。 
なお、試験勉強を通じて、建コンを取り巻く社会情勢についても再認識することができたこ

とは、大きな収穫です。 
RCCM 受験にあたり、協力していただいた方々に感謝申し上げます。さらに、次の目標に

向けて自己研鑽したいと思います。 
 



合格奮闘記・体験記 
 

  
35  

 

 

 

ＲＣＣＭ試験合格体験記 

明伸建設コンサルタント 株式会社 田 尾 智 也 

 

 

１．はじめに 

 私は、2022 年度に RCCM「鋼構造及びコンクリート」部門の資格試験に挑戦し、資格を取

得しました。業務を遂行する上で複数部門の資格を有する必要があり、その取得については

連続して挑戦する方法が良いと考え、本年度も別部門を挑戦しています。資格試験受験の慣

習化、試験内容の把握など自分自身にとって体制が慣習化して、ルーティンになっていくか

らです。 

 

２．資格試験内容に対する対策について 

RCCMは専門的な知識と実践的なスキルを要求される試験であるため、事前の準備が欠かせ

ませんでした。書籍などを通じて知識を吸収し、過去のケーススタディを徹底的に分析する

など、試験範囲を理解するために様々な手段を駆使しました。試験申し込み時に記載する「業

務実績証明書」が重要となるので、内容に十分注意して間違いがないように記載し、申込時

から試験を受験する気持ちでいることが必要です。 

 問題１の経験論文ですが、申込時に記載した業務実績証明の中から選択し、論文を作成し

ていきます。契約内容を把握し実行した事を問われるため、問題点を把握し、技術力と管理

能力を発揮し、しっかり工程管理をして工期内に完了したという論文を作成する事が重要で

す。 

 選択式の一般知識、基礎知識、専門知識については、過去問題を徹底的に勉強すれば問題

なく合格点を取得する事が可能と考えます。５年から１０年分の過去問題は準備すれば良い

と思います。最新の情報も出題されるため、国土交通白書の内容は把握しておいた方が良い

と思います。 

 問題３の管理技術論文は、事前に準備して試験に臨むことをお勧めします。試験当日に題

目に関して論文を書こうと思っても困難だと考えます。題目は事前に出題されるため、文章

を考えておき、文章を書くトレーニングをしておけば良いと思います。その中で文章のキー

ワードを暗記しておけば、文章を記載していく事が可能と考えます。 

 

３．おわりに 

 業務において管理技術者や照査技術者などは、RCCMまたは技術士の資格が必要であるため、

建設コンサルタントで従事しようと思えば必須資格になってきます。業務における経験も技

術力向上になりますが、資格の勉強も技術力向上につながっていくため、資格取得をルーテ

ィンにする事が重要であると考えます。 
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測量士試験合格体験記 

株式会社 荒谷建設コンサルタント 室 積 道 行 

 

 

１．はじめに 

測量士の資格を取得することは、私にとって夢とも言える大きな目標でした。しかし、２

回の不合格を経験し、落胆の中で再び立ち上がり、3 回目の受験でようやく成功を収めるこ

とができました。この合格体験が少しでも皆様の参考になれば幸いです。 

 

２．試験対策 

３回目の受験では徹底的な試験対策を行いました。特に重要だと感じたのが、過去問を繰

り返し解くことです。過去7年分の問題を何度も解くことで、自信をつけることに繋がりま

した。また、合格者の体験談やアドバイスを積極的に収集し、それを実践することも大切で

した。同じく測量士の資格を持つ上司からの声掛けが、私にとって大きな励みとなりました。 

 上司が本腰を入れて勉強するような声掛けをしてくださったことで、私を奮い立たせ学習

に集中して励むことができました。 

仕事の合間や休日に家族の理解と協力を得ながら、図書館やカフェを活用して効果的に勉

強時間を確保しました。これにより、仕事と勉強の両立が可能となり、焦らず確実に知識を

蓄積することができました。 

 

３．おわりに 

３回目の受験で合格を知った時、その瞬間は長い道のりの先にある甘美な成功でした。挫

折と努力の中で得た自信や知識は、今後の仕事にも生かされると考えます。この経験を通じ

て学んだことは、目標に向かって粘り強い努力と、周囲のサポートがいかに大切かでした。 

 これからは他の資格試験にも挑戦していきたいと考えています。新たな目標に向かって前

進し、絶え間ない成長を続けていくことが、これからの人生においても大きな意味を持つこ

とだと考えます。 
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３つのターニングポイント 

        中国工務 株式会社 

代表取締役社長 谷 本 愼 也 

 

 

令和5年1月より中国工務株式会社代表取締役社長に任ぜられました。この度、広報誌へ

の掲載という機会を与えられ、自分がどういう人生を歩んで来たのかを再認識したいと思い、

自己紹介を兼ねてこの記事を書いてみました。 

人生のターニングポイントは誰にでもいくつかあると思います。私の人生の中で大きなタ

ーニングポイントは３つあります。まず１つ目はこの広島にやって来たことです。 

奈良県で生まれ、高校まで地元で過ごしていました。大学進学もそのまま近畿圏の大学に

進むものと思っていましたが、センター試験が思うように行かず、結果的には想像もしてい

なかった広島県立大学（現 県立広島大学）に合格し広島に来ることになりました。専攻は

経営学部だったので、その時は測量のことなど全く知りませんでした。 

大学時代はスーパーでアルバイトをしたり友人と遊んだりとそれなりに大学生活を満喫

して過ごし、今の学生とは異なり将来のことなどあまり気にしていませんでした。4 回生と

なり、いざ就職活動となったときに就きたい仕事が見つからず「自分はいったい何になりた

いのだろうか？」とリクルート雑誌を見ながら途方に暮れていました。 

そのとき2つ目のターニングポイントが訪れました。それは「測量」という仕事にめぐり

逢うことができたことです。 

当時、友人が測量のアルバイトに行き、中心杭や丁張を設置する手伝いをしたことを話し

ており、それがのちに道路になるという話を聞いた時、私は「自分で道路を作ることができ

るんだ！これが自分がやりたい仕事なんだ！」と感じました。ただ測量をするためには測量

士補の資格が必要だとわかり、手に職を付けてから就職しようと大学を1年間休学し測量専

門学校に通うことにしました。専門学校では写真測量が苦手でしたがそれ以外はとても楽し

く、近くの公園や山に行ってから基準点や平板の実習をしたことが今では懐かしい思い出で

す。 

大学のクラスメイトと一緒に卒業は出来なかったのですが、それ以上に同業者の新しい友

人ができたことは大きな力となりました。 
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 最後に3つ目のターニングポイントは中国工務株式会社に入社できたことです。平成9年

に入社し、今年で 27 年目になります。この会社に入らなければ妻や子供と逢うこともでき

ませんでした。（社内結婚ではありません、念のため）。バブル崩壊後の低迷期や平成 26 年

の広島八木災害で社屋が被災するなど様々な困難もありましたが何とか乗り越え、弊社は来

年60周年の節目を迎えます。 

 自分の人生は他の人と比べて多少遠回りしていますが、この3つのターニングポイントが

あったからこそ今の人生があります。これからも一期一会を大切にし、新たな未来へ向かっ

て進んでいきたいと思います。 
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ケイ・エム子供参観日に参加して 

        ケイ・エム調査設計 株式会社 

三 戸 良 太 

 

 

去る 2023 年 8 月 3 日、わが社では子供参観日を開催しました。このイベントは、

子供たちに職場で働く親の姿を見てもらい、 

１．家庭での会話やふれあいを促進し、家族のコミュニケーションや絆を深める。 

２．育児に対する職場の理解を深め、子育て支援を盛り上げる。 

３．子供の勤労観、職業観を醸成する。 

ことを目的に、この度、初めて開催したものです。私は、小学４年生の息子と共に参

加しました。 

 当日の午前中は社内にて、朝礼、社訓唱和、一日社員となる子供たちへの辞令交付、

会社説明会、社員との名刺交換、親の席での仕事体験、ドローン操作体験（ドローン

模型）、社屋を回っての宝さがしを行い、親子でお弁当を食べた後、午後からは大州

貯水池（マツダスタジアム地下）へ移動し、広島市が行っている施設見学会に参加し

ました。 

 普段のわが社は、オン・オフが極めてはっきりしており、仕事中に笑顔があふれる

ことは、ほとんどありません。道路、橋梁、鉄道、河川・砂防、上下水道などの公共

インフラの整備に携わっていることもあり、仕事中は真剣そのものです。その代わり、

就業後やイベント時には、同じ人かな？と思うくらいに思いきり遊ぶ傾向があります。

そのため、社員が仕事をしている最中に行われる今回の子供参観日がどういったもの

になるのか、ドキドキしながら当日を迎えました。 

 しかし、その心配は杞憂でした。社員は、仕事中であるにもかかわらず、気さくに

名刺交換やドローン操作実演を行い、子供たちと触れ合っていました。宝さがしに至

っては、役員自らが黒スーツにサングラスをかけＫＭハンターに扮し、子供たちを怖

がらせる徹底ぶりでした。帰宅後、息子に何がおもしろかったか尋ねると、「ＫＭハ

ンターが怖かったけど、楽しかった！」と言っていました。わが社の役員、社員のイ

ベントを楽しむ姿勢、子供たちを楽しませようという姿勢には本当に感銘を受けまし

た。 
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 私は、といえば、一日社員の辞令交付の際に、社長が「昼間のお父さん、お母さん

は頑張っているので見てください。」とおっしゃったのを聞いたときに、グッときて 

しまいました。ただ、周りを見渡しても、誰もそんな人は見受けられなかったので、

努めて平静を装いました。また、私自身は、バリバリの文系人間ですので、大州貯水

池（マツダスタジアム地下）での施設見学会において、わが社の技術部の同僚から、

市職員の説明に補足をしてもらったり、これまでに手掛けた仕事などを聞いたりした

ときは、技術者である同僚に対して尊敬の念を強くするとともに、憧れの念を抱きま

した。 

 あれから数カ月が経った今でも、ときおり息子が「お父さんの会社、ワイワイしと

って楽しそうだったよね。」と言うことがあります。わが社は、究極の青田買いに成

功したのかもしれません。 
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茶道への興味が芽生えたきっかけ 

        ダイホーコンサルタント 株式会社 

猪 原 知 代 

 

 

「こちらの絵をご覧ください。兎の横に描かれている「縦線」は、なんでしょうか？」 

月に一度開催される骨董の勉強会。碗の絵柄を見せながら先生が私たち生徒に問われまし

た。 

 

その茶碗に描かれている「縦線」は植物の木賊であること。そして伝統の絵柄として、兎

と木賊はセットであること。絵には描かれていないけれどお月様の存在も想像させるもので

あること。 

 

奥深い、知らなかった世界が目の前に広がったことに感動しながら、私はこの時までまっ

たくそういったことを知らずに暮らしてきたことが、もったいないと感じたのです。周りの

勉強会の仲間たちは皆、兎木賊について知っていて、その知識がすでに茶道や日本文化を学

ぶ一部となっていました。 

 

この日の講座がきっかけとなり、日本文化の魅力に引き込まれ、私は茶を学び始めました。 

茶道はお茶を点てるだけでなく、多岐にわたる要素が組み合わさった総合芸術です。装い、

香、食、花、書、器、庭、建築など、さまざまな要素が一つの空間で調和し、美しい瞬間が

生まれます。この中のどれをとってもまた、さらなる探求の道があります。 

 

茶道を通じて学んだことは数多くあります。その中でも物事を深く追求する姿勢の学びが

思い浮かびます。茶の世界では、一つの動作や道具に深い意味が込められており、それを理

解しようとする姿勢が大切です。また、繊細な心遣いやおもてなしの心も重要なポイントで

す。 

 

さらに茶道以外の分野においても視野を広げることができました。日本文化に触れること

で歴史や伝統に対する理解が深まり、自身の生活や仕事においても新たな視点を得ることが

できました。 

 

茶を学ぶことは私にとって、単なる趣味以上のものとなっているように感じます。アート

の集合体としての茶道は、日常生活を美しく彩り、人との交流を深める手段として私に深い

意味を与えています。茶を通じて得た知識や経験は宝物のようであり、これからも長く学び

続けていきたいと思っています。 
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令和５年度 青年部会の活動と今後の課題について 
 

株式会社 日野原富士コンサルタント 専務取締役 
青年部会  部会長 日野原 健 三 

株式会社 イズタコンサルタント 代表取締役 

青年部会 副部会長 泉 田 義 博 
 
 
任意団体として活動してきました青年部会は、おかげさまで本年度より総務広報委員会の

部会として正式に位置づけていただき、事務局のお力を借りながら例年以上にスムーズに部

会運営をさせて頂いているところです。活動としては５年目を迎え、建設関連業を正しく知

ってもらうことで業界の魅力を伝え、次世代の担い手を確保することに繋がる活動を続けて

おります。 

本年度は新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行もあって、順調に例年通りの活

動を積み重ねている状況です。 

 

１．令和５年度の活動について 

(1) 担い手確保に向けた取組 

 ・土木系学生向け説明会：各学校に出向き業界の地域貢献度や、やりがいを伝える講義 

 及び若手技術者による意見交換会を実施。 

  県立広島工業高等学校 土木科３年生、広島工業大学専門学校 土木工学科１年生、 

 呉工業高等専門学校 環境都市工学科２年生、県立庄原実業高等学校 環境工学科２年 

 生、広島工業大学 工学部環境土木工学科、広島工業大学 環境学部地球環境学科 

 

     

    県立広島工業高等学校            広島工業大学専門学校 
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   呉工業高等専門学校            広島工業大学 工学部 

 

     

   広島工業大学 環境学部            庄原実業高等学校 

 

・建設企業ガイダンス 令和６年１月25日（木）：県下高校生に測量設計業界および自社 

の魅力や、やりがいを直接伝える。 

 

・ひろしま建設フェア 令和５年10月14日（土）：小中学生等向けに建設業界の魅力発信 

イベント、実際に使う機材や力学を体験してもらい建設業界の魅力を体感してもらう。 

 出展内容 ＵAVフライトシュミレータ体験、地中探査機器実演展示、橋梁点検車体験、 

橋梁設計体験 

     

  ひろしま建設フェア２０２３       ひろしま建設フェア２０２３ 
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(2) 広報宣伝活動への取組 

・協会ホームページの刷新 

 協会会員や業界関係者、就職活動の学生等に向けて、広報宣伝活動の推進や利便性の高 

い協会ＨＰに刷新する。 

 

２．今後の課題について 

 青年部会の活動は、協会の広報・宣伝及び会員の担い手確保に関することは勿論ですが、 

若い世代の思考・行動力を若い世代の繋がりで実施していくという一面もあることが、協 

会の継続的な発展のためには大切な事だと考えています。 

 あらためて会員企業の皆様におかれましては、次世代を担う後継者候補もしくは有望な 

若手従業員を青年部会にご紹介いただきますようお願い申し上げます。 

 もうひとつは、少年期世代（小中学校）への業界広報活動についてです。 

 高校生向けには建設企業ガイダンスや業界説明会（県・建設業と共催）があり、大学生 

向け（広島工業大学）には協会独自で業界説明会を開催しています。しかしながら小中学 

生向けの活動はなく、ひろしま建設フェア開催時に県測協ブースに来場される少年期世代 

の方は非常に多く、興味を持って参加されている様をみると広報活動の場としては効果が 

あるのではないかと肌感覚で感じているところです。どんな形で広報活動するにも継続的 

に開催していくには様々な壁があると思いますが、まずは動き出すことが必要ではないか 

と考えております。 

 この点につきましては広くご意見を頂戴しながら進めていければと思っています。 
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総    会 

 

第 47回通常総会 

 

 開催日：令和５年４月26日（水） 

 会 場：ひろしま国際ホテル 

 議決事項 

  １ 第１号議案 正味財産増減計算書及び 

   貸借対照表の承認について 

  ２ 第２号議案 役員の選任について 

 報告事項 

  １ 令和４年度 事業報告について 

  ２ 令和５年度 事業基本方針・実施計画及 

   び収支予算について 
 

  
 

 

令和４年度 理事会（令和５年１月～令和５年３月） 

 

第６回理事会 

 開催日：令和５年３月30日(木) 

 会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

 議 題 

  １ 令和４年度事業実績及び決算見込について 

   （１） 総務広報委員会 

   （２） 技術委員会 

   （３） 経営委員会 
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  ２ 令和５年度事業基本方針・実施計画及び予算について 

   （１） 総務広報委員会 

   （２） 技術委員会 

   （３） 経営委員会 

  ３ 令和４年度決算見込について 

   （１） 正味財産増減計算書(見込)(案) 

   （２） 貸借対照表(案) 

   （３） 財産目録(案) 

   （４） 財務諸表の注記(案) 

  ４ 令和４年度予算の流用について 

  ５ 令和５年度予算について 

     令和５年度収支予算書(案) 

  ６ (一社)広島県測量設計業協会諸規程の改正について 

     新旧対照表(定款施行細則，慶弔規程) 

  ７ 会員の入会及び退会について 

  ８ 役員の退任等に伴う後任役員等について 

  ９ その他 

   （１） 第47回通常総会の運営について 

   （２） 令和５年度第１回各委員会及び第３回理事会の日程調整について 

   （３） 全測連会長表彰候補者等の推薦について 
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令和５年度 理事会（令和５年４月～令和５年12月） 
 

第１回理事会【決算理事会】 

 

 開催日：令和５年４月26日（水） 

 会 場：ひろしま国際ホテル 

 議 題 

  １ 令和４年度 事業実績及び決算について 

  ２ 令和５年度 事業基本方針・実施計画及び予算について 

  ３ 第 47回通常総会の運営について 

 

第２回理事会【専務理事選出】 

 開催日：令和５年４月26日（水） 

 会 場：ひろしま国際ホテル 

 議 題 

  １ 専務理事の選定について 

  ２ 第３回理事会の開催日程について 

 

第３回理事会 

 

 開催日：令和５年６月５日（月） 

 会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

 議 題 

  １ 令和５年度 担当事業の基本方針・実施計画及び予算について 

   (１) 総務広報委員会 

   (２) 技術委員会 

   (３) 経営委員会 

  ２ 令和５年度 事業実施スケジュールについて 

 

第４回理事会 

 

 開催日：令和５年10月３日（火） 

 会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

 議 題 

  １ 令和５年度 担当事業の実施計画・状況及び予算について 

   (１) 総務広報委員会 

   (２) 技術委員会 

   (３) 経営委員会 

  ２ 賛助会員の入会について 

  ３ 令和５年度 事業実施スケジュールについて 
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第５回理事会 

 

 開催日：令和５年12月 11日（月） 

 会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

 議 題 

  １ 令和５年度 担当事業の実施計画・状況について 

   (１) 総務広報委員会 

   (２) 技術委員会 

   (３) 経営委員会 

  ２ 正会員の退会について 

  ３ その他 

   (１) 第 48回通常総会の開催日程等について 

   (２) 令和５年度 事業実施スケジュールについて 
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令和４年度 委員会（令和５年１月～令和５年３月） 
 

Ⅰ 総務広報委員会 

 第２回総務広報委員会 

  開催日：令和５年３月３日（金） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   １ 令和４年度 事業実績及び決算見込について 

    (１) 令和４年度 担当事業の事業実績 

    (２) 令和４年度 担当事業の決算見込 

   ２ 令和５年度 事業基本方針・実施計画及び予算について 

    (１) 令和５年度 担当事業の基本方針・実施計画(案) 

    (２) 令和５年度 担当事業の予算(案) 

 

Ⅱ 広報誌編集会議 

 第２回広報誌編集会議 

  開催日：令和５年１月17日（火） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   広報誌の編集（編集・校正等）について 

    広報誌（案） 

 

Ⅲ 総務広報委員会担当事業 

 建設企業ガイダンス 

  開催日：令和５年１月26日（木） 

  会 場：広島県立広島産業会館 東展示館 

  参加企業：相生エンジニアリング㈱，㈱安芸建設コンサルタント， 

       ㈱荒谷建設コンサルタント，㈱イズタコンサルタント，㈱セトウチ 

  対象校：広島工業高等学校，西条農業高等学校，福山工業高等学校，庄原実業高等学校 
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Ⅳ 技術委員会 

 第２回技術委員会 

  開催日：令和５年２月17日（金） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   １ 令和４年度 事業実績及び決算見込について 

    (１) 令和４年度 担当事業の事業実績 

    (２) 令和４年度 担当事業の決算見込 

   ２ 令和５年度 事業基本方針・実施計画及び予算について 

    (１) 令和５年度 担当事業の基本方針・実施計画(案) 

    (２) 令和５年度 担当事業の予算(案) 

 

Ⅴ 経営委員会 

 第３回経営委員会 

  開催日：令和５年３月10日（金） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   １ 令和４年度 事業実績及び決算見込について 
    (１) 令和４年度 担当事業の事業実績 

    (２) 令和４年度 担当事業の決算見込 

   ２ 令和５年度 事業基本方針・実施計画及び予算について 

    (１) 令和５年度 担当事業の基本方針・実施計画(案) 

    (２) 令和５年度 担当事業の予算(案) 
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令和５年度 委員会（令和５年４月～令和５年12月） 
 

Ⅰ 総務広報委員会 

 第１回総務広報委員会 

  開催日：令和５年６月１日（木） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   令和５年度 担当事業の基本方針・実施計画及び予算 

 

Ⅱ 広報誌編集会議 

 第１回広報誌編集会議 

  開催日：令和５年11月９日（木） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   広報誌の編集について 

 

Ⅲ 総務委員会担当事業 

 

 １ ボウリング大会 

  開催日：令和５年10月21日（土） 

  会 場：広島パークレーン 

  参加チーム：18チーム 

 

 

 ２ 優良職員 会長表彰 

  表彰式：令和５年12月１日（金） 

  会 場：ひろしま国際ホテル 

  被表彰者： ケイ・エム調査設計㈱  玉代知史 様 

  (３名２社) ケイ・エム調査設計㈱  守 幸司 様 

        復建調査設計㈱     吉屋和彦 様 
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Ⅳ 青年部会 

 第１回青年部会 

  開催日：令和５年７月26日（水） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   １ 青年部会運営細則について 

   ２ 令和５年度 担当事業の基本方針・実施計画及び予算について 

   ３ 部会の分担事項について 

 

 第２回青年部会 

  開催日：令和５年９月26日（火） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   １ ひろしま建設フェア2023について 

   ２ 協会ホームページについて 

   ３ 令和５年度 担当事業の基本方針・実施計画及び予算について 

 

Ⅴ 青年部会担当事業 

 １ 学校説明会 

  (１) 広島県立広島工業高等学校 

   開催日：令和５年６月20日（火） 

   共 催：広島県土木建築局建設産業課 

       広島建設青年交流会 

   対 象：土木科３年生 

 

 

  (２) 広島工業大学専門学校 

   開催日：令和５年７月５日（水） 

   共 催：広島県土木建築局建設産業課 

       広島建設青年交流会 

   対 象：土木工学科１年生 
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  (３) 呉工業高等専門学校 

   開催日：令和５年７月19日（水） 

   共 催：広島県土木建築局建設産業課 

       広島建設青年交流会 

   対 象：環境都市工学科２年生 

 

 

  (４) 広島工業大学 工学部 

   開催日：令和５年７月24日（月） 

   主 催：（一社）広島県測量設計業協会 

   対 象：環境土木工学科１・２年生合同 

 

 

 

 

  (５) 広島工業大学 環境学部 

   開催日：令和５年７月28日（金） 

   主 催：（一社）広島県測量設計業協会 

   対 象：地球環境学科３年生（一部４年生） 

 

 

  (６) 広島県立庄原実業高等学校 

   開催日：令和５年９月29日（金） 

   共 催：広島県土木建築局建設産業課 

       広島建設青年交流会 

   対 象：環境工学科２年生 
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 ２ 地図ならびに地理作品展 

  開催日：令和５年９月16日（土）～９月30日（土） 

  会 場：５－Ｄａｙｓこども文化科学館 

  会長表彰：小学校・中学校・高等学校 各１名 

 

 

 

 ３ ひろしま建設フェア2023 

  開催日：令和５年10月14日（土） 

  会 場：広島マリーナホップ 

  主 催：広島県，（一社）広島県建設工業協会，広島県建設業協会連合会 

      建設産業専門団体中国地区連合会，（一社）広島県測量設計業協会 

  出 展：子供が楽しめるような展示・体験型ブース等 

  来場者数：約８，０００人 

 

        
 

        
 

Ⅵ 技術委員会 

 第１回技術委員会 

  開催日：令和５年５月24日（水） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   １ 令和５年度 担当事業の基本方針・実施計画及び予算 

   ２ Ｗｅｂ(オンライン形式による)講習会の試行について 
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Ⅶ 技術委員会担当事業 

 １ 技術士第二次受験対策講習会（ＣＰＤ対応） 

  開催日：令和５年４月６日（木） 

  会 場：合人社ウェンディひと・まちプラザ 

  講 師：矢 木 一 光 様 

  参加者：４名３社 

 

 ２ ＲＣＣＭ受験対策講習会（ＣＰＤ対応） 

  開催日：令和５年４月19日（水） 

  会 場：合人社ウェンディひと・まちプラザ 

  講 師：山 下 祐 一 様 

  参加者：６名４社 

 

 ３ 災害復旧実務講座（コンサルタント編） 

       （ＣＰＤ対応） （Ｗｅｂ同時開催） 

  開催日：令和５年６月９日（金） 

  会 場：広島県立総合体育館 

  講 師：国土交通省中国地方整備局，広島県 

  参加者：41名 14社（会場受講） 

      52名 15社（Ｗｅｂ受講） 

 

 ４ 第１回賛助会員による技術向上講習会 

                （ＣＰＤ対応） 

  開催日：令和５年７月24日（月） 

  会 場：広島県立総合体育館 

  講 師：加藤組（特別講演） 

      宇部興産建材㈱ 

      ㈱山陽測器 

      前田工繊㈱広島支店 

      共和コンクリート工業㈱中国四国支店 

  参加者：24名 14社 
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 ５ 第１回ＣＩＭ（３次元ＣＡＤ）体験講習会 

                 （ＣＰＤ対応） 

  開催日：令和５年８月２日（水） 

  会 場：広島県立総合体育館 

  講 師：川田テクノシステム㈱ 

  参加者：32名 14社 

 
 

 ６ ＲＣＣＭ受験対策直前講習会 

  開催日：令和５年８月17日（木） 

  会 場：広島県立総合体育館 

  講 師：山 下 祐 一 様 

  参加者：４名２社 

 

 ７ 第２回賛助会員による技術向上講習会 

                 （ＣＰＤ対応） 

  開催日：令和５年８月24日（木） 

  会 場：広島県立総合体育館 

  講 師：㈱ジツタ中国 

      丸栄コンクリート工業㈱ 

      ㈱トリンブルパートナーズ中国 

      福井コンピュータ㈱ 

      ランデス㈱ 

  参加者：27名９社 
 

 

 ８ 測量士受験対策講習会 

                 （ＣＰＤ対応） 

  開催日：令和５年10月19日（木） 

  会 場：広島県立総合体育館 

  講 師：㈱陸地コンサルタント 

      ㈱ミネ技術 

      ㈱安芸建設コンサルタント 

      中国開発調査㈱ 

  参加者：12名６社  
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 ９ 第２回ＣＩＭ（３次元ＣＡＤ）体験講習会 

                 （ＣＰＤ対応） 

  開催日：令和５年10月27日（金） 

  会 場：広島県立総合体育館 

  講 師：川田テクノシステム㈱ 

  参加者：22名 10社 

 

 10 全測連中国地区協議会関係 

  (１) ＤＸ・ｉ－Ｃｏｎセミナー2023 

                （ＣＰＤ対応） 

   開催日：令和５年４月24日（月） 

   会 場：広島ＹＭＣＡ 

   講 師：国土交通省，中国地方整備局， 

      （一社）日本建設機械施工協会 

   参加者：211名 

 

 

  (２) 第 26回中国地区測量技術講演会 

                （ＣＰＤ対応） 

   開催日：令和５年６月30日（金） 

   会 場：広島県民文化センター 

   講 師：学識経験者，山口県技術管理課， 

       測量設計会社等 

   参加者：183名 

 
 

  (３) 第 10回土木設計関係技術発表会 

                （Ｗｅｂ開催） 

                （ＣＰＤ対応） 

   開催日：令和５年10月６日（金） 

   会 場：㈱イーグリッド（Ｗｅｂ発表会場） 

   発表者：中国５県各県測協の会員 

   参加者：197名 
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  (４) 独禁法講習会（建設関連５団体共催） 

   開催日：令和５年10月 12日（木） 

   会 場：広島県民文化センター 

   参加者：173名 

 

 

Ⅷ 経営委員会 

 第１回 経営委員会 

  開催日：令和５年５月29日（月） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題：令和５年度 担当事業の基本方針・実施計画及び予算 

 

 第２回経営委員会 

  開催日：令和５年９月７日（木） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

  議 題 

   １ 令和５年度 担当事業の実施計画・状況について 

   ２ 県(本庁，地方機関)との意見交換会について 

   ３ 国の５事務所長との意見交換会について 

   ４ 県内市町への要望について 

   ５ 経営者懇談会について 

 

Ⅸ 経営委員会担当事業 

 １ 営業担当者会議 

  開催日：令和５年８月31日（木） 

  会 場：広島県建設業協会連合会 会議室 

 

 ２ 広島県（本庁）との意見交換会 

  開催日：令和５年10月26日（木） 

  会 場：ひろしま国際ホテル 

  ※ 詳細は、67ページに掲載 
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 ３ 国（５事務所）との意見交換会 
  開催日：令和５年11月21日（火） 
  会 場：ひろしま国際ホテル 
  ※ 詳細は，68ページに掲載 

 

 ４ 経営者懇談会 

  開催日：令和５年12月１日（金） 

  会 場：ひろしま国際ホテル 

  講 演 

  ｢ＤＸとＡＩ－ビジネス活用に向けた概観－｣ 

   叡啓大学 ソーシャルシステムデザイン学部 

   県立広島大学 大学院経営管理研究科 

        准教授 土 本 康 生 様 

 

 

 ５ 広島県（事務所）との意見交換会 

  開催日：令和５年12月12日（火） 

  会 場：ひろしま国際ホテル 

  ※詳細は、67ページに掲載 
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賛助会社紹介 

会員紹介 

総合建材メーカー 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

社名にあるマテックスはマテリアルとエキスパートの造語で、マテリアルは建材、エキス

パートは専門家を意味します。これまで皆様とともに積み重ねてきた経験と実績を活かし、

チャレンジを繰り返す、私たちの姿勢と使命を表しています。 

 
 
皆様にご満足いただける、快適で安心な製品を供給していきます。        

持続可能な社会の構築に向けて、私たちは総合建材メーカーとして、皆様にご満足いただ

けるよう、快適で安心な製品を供給していきます。先人たちの「共存同栄」の精神を大切

にし、建築、土木の分野で社会の発展に貢献できるよう、時代のニーズを先取りし、新た

な価値を創造することができるよう切磋琢磨していきます。 

 
建築、インフラ構造物のロングライフ化と環境負荷低減の同時達成を目指します。 

暮らしの安心安全を守っていくためには、建築やインフラ構造物の延命、長寿命化が必要

です。またロングライフ化はライフサイクルコスト全体のコストを圧縮することにもつな

がります。私たちの製品を製造する過程で排出される CO２を低減するためにも、独自の技

術を活かし、丈夫で長持ちする建材を開発、供給していきます。 

 
より良い施工環境を実現するため、製品、システム、工法を追求していきます。  

施工性、施工の精度、作業の省力化、工期の短縮、コストの削減など、厳しい課題に取り

組み、時代のニーズに応える最高の品質と技術、サービスを提供していきます。さらに建

Mitsubishi Ube 
＋ 

(マテックス)

Material × Expert 
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賛助会社紹介 

材製品の管理を容易にするとともに、危険な要素を排除するなど、安心安全を徹底追及。

施工現場の環境を改善する製品、システム、工法を追及していきます。 

こんなところにＭＵマテックスの製品 
     

表面保護材 
(MU レジスト工法など) 

 

コンクリート構造物の長寿

命化を実現する表面保護

材料や点検・維持管理に

役立つ透明な剥落防止材

などを取り揃えています。 

耐震補強工法 
(デザインＵフレーム・ 

デザインフィット工法) 

既存建物の外側に RC フレ

ームを取り付ける工法と、

在来工法よりアンカー本数

を削減した枠付鉄骨ブレー

ス工法を用意しています。 

防水材 
(RA シートなど) 

 

建築防水で使われるシート

防 水 や 塗 膜 防 水 材 な ど

様々な施工方法・用途に対

応できる製品を用意してい

ます。 

半たわみ性 
舗装注入材 

(ホソーエースシリーズ) 

優れた流動性、施工性の

あるセメント系の半たわみ

性舗装用注入材です。高

強度や早強性などのニー

ズに幅広く対応可能です。 

耐塩害用 
コンクリート混和材 

(クロロガード) 

コンクリートに練り混ぜるだ

けで、港湾施設など構造物

の塩害による劣化を抑制し

ます。生コン、二次製品い

ずれにも適用できます。 
 

     

断面修復材 
(U-リペアシリーズなど) 

 

中性化や塩害、疲労など、

コンクリート構造物の様々

な劣化要因に対応できるリ

ニューアル材を各種取り揃

えています。 

防草シート 
(アステクターU) 

 

遮光性、耐久性に優れ、道

路、軌道の法面などにおい

て植物繁茂防止効果が非

常に高い改質アスファルト

系の防草シートです。 

セルフレベリング材 
(タフレベラーG など) 

 

業界随一の速硬・速乾性を

誇り、工期短縮に貢献しま

す。工場などでも使える高強

度タイプもあり、システム車

での大量施工も可能です。 

グラウト材 
(U-グラウトシリーズなど) 

 

優れた流動性、無収縮性を

活かして様々な工事に使わ

れ 、 汎 用 材 か ら 大 断 面 向

け、水中に打設できるタイプ

まで取り揃えています。 

珪藻土製品シリーズ 
(なのらぼ足快バスマット) 

 

独自のナノテクノロジーで調

整した優れた吸水スピード、

調湿性能をもつ珪藻土をバ

スマット他、湿気取りや壁材

等の製品に活用しています。 

■土木関連製品  ■建築関連製品   

 

会 社 概要 
商 号 ＭＵマテックス株式会社（MU MATEX Co., Ltd.） 

資  本  金 3 億円 

株    主 ＵＢＥ三菱セメント株式会社 

事 業 内 容 ・内装材／外装材／防水材／床下地材／左官材／構造部材／土木資材、その他建設資材の製造・

加工・販売・施工及び輸出入 

・建築物の耐震設計及びコンサルティング業務 

・日用品雑貨の企画・製造・加工・販売及び輸出入 

グループ会社 UBE CT CONSTRUCTION MATERIALS VIETNAM Co.,Ltd. 

沿 革 2015 年 2 月 会社設立 

ウベボード㈱よりスレート波板等事業の移管を受け宇部興産建材㈱として 

営業開始 

 2016 年 9 月 建設業許可取得 

 2018 年 4 月 宇部興産㈱〔現ＵＢＥ㈱〕より建材事業を吸収分割し事業統合 

本店を東京都港区に変更 

 2023 年 10 月 ＵＢＥ三菱セメント㈱よりセメント高性能製品事業を譲受し事業統合 

ＭＵマテックス㈱に商号変更 
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賛助会社紹介 

 

本 社 〒105-0023 東京都港区芝浦 1-2-3 シーバンス S館 10F Tel 03-5419-6206 

東 京 支 店 〒105-0023 東京都港区芝浦 1-2-3 シーバンス S館 10F Tel 03-5419-6205 

札 幌 営 業 所 〒007-0801 北海道札幌市東区東苗穂 1条 1-2-44 Tel 011-784-8183 

東 北 営 業 所 〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 2-2-3 鹿島広業ビル 8F Tel 022-262-6235 

大 阪 支 店 〒530-0057 大阪府大阪市北区曽根崎 2-5-10 梅田パシフィックビル 6F Tel 06-4309-5826 

名 古 屋 支 店 〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄 3-1-1 広小路本町ビルディング 5F Tel 052-265-5840 

広 島 支 店 〒730-0031 広島県広島市中区紙屋町 2-1-22 広島興銀ビル 8F Tel 082-244-7234 

九 州 支 店 〒810-0001 福岡県福岡市中央区天神 1 丁目 2番 12 号メットライフ天神ビル 8F Tel 092-781-2309 
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賛助会員紹介 
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賛助会員紹介 
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賛助会員紹介 
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広島県（本庁）との意見交換会 

 

Ⅰ 日 時：令和５年10月26日（木） 

Ⅱ 会 場：ひろしま国際ホテル ３階「エメラルド」 

Ⅲ 出席者 

  （ 県 ） 建設企画担当部長、建設産業課長、同課主査、技術企画課長、技術企画課 

       技術管理担当監、同課主査、同課主任、建設ＤＸ担当課長、同担当主査 

  （協会） 会長、副会長、各委員長、経営副委員長、事務局長 

Ⅳ 課題・議題 

 １ 協会員の持続・発展について 

  (１) 公共事業（業務量）の確保 

  (２) 経営の安定・向上 

 ２ 働き方改革の推進及び担い手の確保・育成について 

  (１) 働き方改革の推進 

  (２) 担い手の確保・育成 

 ３ その他 

  (１) 大規模災害時の対応 

  (２) ＢＩＭ／ＣＩＭ業務の取組 

  (３) 改正「公共工事の品質確保の推進に関する法律」の市町への周知・浸透 

 

 

広島県（事務所）との意見交換会 

 

Ⅰ 日 時：令和５年12月12日（火） 

Ⅱ 場 所：ひろしま国際ホテル ３階「エメラルド」 

Ⅲ 出席者 

  （ 県 ） 西部建設事務所長、同呉支所長、同廿日市支所長、同安芸太田支所長、 

       同東広島支所長、東部建設事務所長、同三原支所長、北部建設事務所長、 

       同庄原支所長、広島港湾振興事務所長 

  （協会） 会長、副会長、理事、監事、事務局長 

Ⅳ 課題・議題 

 １ 協会員の持続・発展について 

  (１) 公共事業（業務量）の確保 

  (２) 経営の安定・向上 

 ２ 働き方改革の推進及び担い手確保・育成について 

  (１) 働き方改革の推進 

  (２) 担い手の確保・育成 

 ３ その他 

  (１) 大規模災害時の対応 

  (２) ＢＩＭ／ＣＩＭ業務の取組 
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国（５事務所）との意見交換会 

 

 

Ⅰ 日 時：令和５年11月21日（火） 

Ⅱ 会 場：ひろしま国際ホテル ３階「エメラルド」 

Ⅲ 出席者 

  （国）  福山河川国道事務所長、同副所長、三次河川国道事務所長、 

       太田川河川事務所長、同副所長、広島西部山系砂防事務所長、同副所長、 

       広島国道事務所長、中国地方整備局企画部技術管理課課長補佐 

  （協会） 会長、副会長、理事、監事、事務局長 

Ⅳ 課題・議題 

 １ 協会員の持続・発展について 

 ２ 働き方改革の推進及び担い手確保・育成について 

 ３ ＢＩＭ／ＣＩＭ業務の取組状況と今後の展開について 
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 令和５年度優良建設コンサルタントの表彰式が令和５年８月 25 日（金）広島県庁で行わ

れ、当協会からは優良建設コンサルタント８社、優秀技術者30名が表彰されました。 

 また、優良建設コンサルタントのうち、(株)荒谷建設コンサルタント及び復建調査設計

(株)が特別表彰を受賞しました。 

 

１ (株)荒谷建設コンサルタント（広島市中区） 
 

分 

野 
発注機関 業   務   名 優秀技術者 

地 西部建設事務所 
一級河川 太田川水系 三篠川災害復旧助成

事業（区間４）に伴う用地測量業務（その２） 
濱田 祐二 

土 

★ 

西部建設事務所 

呉支所 

二級河川 堺川水系 内神川外 河川改修事

業に伴う詳細設計業務 
漆谷 靖文 

土 

★ 

西部建設事務所 

東広島支所 

芦田川圏域 土砂災害防止法に基づく基礎調

査業務委託 
竹内 誠二 

土 

★ 

西部建設事務所 

東広島支所 

主要地方道 東広島本郷忠海線 交通安全施

設事業に伴う測量設計業務委託 
松村 裕樹 

土 

★ 

西部建設事務所 

東広島支所 

椋梨ダム・福富ダム 水質保全に係る水質等

調査・効果検討業務 
浮田 健一 

土 

★ 

西部建設事務所 

安芸太田支所 

一級河川 江の川水系 冠川 河川災害に伴

う流出解析等業務委託 
崎田 博史 

地 広島港湾振興事務所 
国際拠点港湾 広島港 五日市地区（処理区

３）土質調査等業務委託 
稲村 啓志 

測 

★ 
広島港湾振興事務所 

国際拠点港湾 広島港 廿日市地区 港湾改

良事業に伴う測量業務委託 
二井矢 秀春 

土 

★ 
東部建設事務所 

津之郷山守線（福山西環状線）道路改良事業

に伴う業務委託（Ｒ２－２工区） 
増永 功 

土 

★ 
東部建設事務所 

木野山府中線単県道路改良事業に伴う業務委

託 
岡本 晋 

土 

★ 
東部建設事務所 福山港 港湾改良事業に伴う業務委託 今井 康雅 

土 

★ 
北部建設事務所 

主要地方道 甲山甲奴上市線 道路改良工事

に伴う設計業務委託 
國廣 義徳 

土 

★ 
北部建設事務所 

一般国道 １８４号 外 道路防災点検業務

（安定度調査） 
片山 弘憲 

測 

★ 

北部建設事務所 

庄原支所 

一級河川 高梁川水系 成羽川 測量設計業

務委託（河川改良・単独） 
兼藤 英明 
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２ ケイ・エム調査設計（株）（広島市西区） 
 

分 

野 
発注機関 業   務   名 優秀技術者 

土 西部建設事務所 
一級河川 太田川水系 権地川支川 通常砂

防事業に伴う業務委託 
藤田 龍麻 

土 
西部建設事務所 

廿日市支所 

地方港湾大竹港（東栄地区）臨港道路詳細設

計業務委託 
半田 敦則 

 

３ 中電技術コンサルタント（株）（広島市南区） 
 

分 

野 
発注機関 業   務   名 優秀技術者 

土 広島港湾振興事務所 
国際拠点港湾 広島港 橋梁定期点検業務委

託（海田大橋） 
原本 利徳 

土 
西部建設事務所 

東広島支所 

二級河川 本川水系 河川整備基本方針及び

河川整備計画検討業務 
天野 卓三 

土 
西部建設事務所 

廿日市支所 

一般県道 大竹美和線 弥栄大橋 外 橋梁

補修設計業務 
川見 周平 

 

４ 復建調査設計(株)（広島市東区） 
 

分 

野 
発注機関 業   務   名 優秀技術者 

土 
★ 

西部農林水産事務所

東広島農林事業所 

令和３年度 県営ため池等整備事業 東広島

地域第３ 詳細診断業務 
田渕 邦男 

土 
★ 

(旧)広島水道事務所 小用ポンプ所流入調節弁更新実施設計業務 松石 成生 

土 
★ 

北部農林水産事務所 
県営広域営農団地農道整備事業 備北南部２

期地区 環境調査等業務 
田渕 邦男 

土 
★ 

東部建設事務所 
福山沼隈線道路改良事業に伴う業務委託（Ｒ

２－２工区） 
吉田 仁司 

土 
★ 

東部建設事務所 

三原支所 

地方港湾 須波港 港湾改良事業に伴う業務

委託 
室田 博文 

測 
★ 

西部建設事務所 

東広島支所 

地方港湾 鮴崎港 外 港湾漁港施設定期点

検等業務委託 
吉屋 留美 

測 
★ 

広島港湾振興事務所 
国際拠点港湾 広島港 五日市地区 用地測

量業務委託 
濱田 卓治 
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５ 明伸建設コンサルタント（株）（広島市西区） 
 

分 

野 
発注機関 業   務   名 優秀技術者 

土 西部建設事務所 
一級河川 太田川水系 寺山川外 砂防激

甚災害対策特別緊急事業に伴う業務委託 
槇原 順治 

測 
西部建設事務所 

東広島支所 

二級河川 沼田川水系 入野川（中流工区）

河川改修事業に伴う測量等業務委託 
馬屋原 敏博 

 

６ 総合技研（株）（呉市） 
 

分 

野 
発注機関 業   務   名 優秀技術者 

測 
西部建設事務所 

東広島支所 

二級河川 沼田川水系 沼田川 単県河川

改良事業に伴う測量業務委託 
茶置 正信 

 

７ （株）陸地コンサルタント（東広島市） 
 

分 

野 
発注機関 業   務   名 優秀技術者 

測 
西部建設事務所 

東広島支所 

二級河川 黒瀬川水系 神洗川 外 災害

復旧事業に伴う業務委託 
上治 孝文 

 

８ 広建コンサルタンツ（株）（福山市） 
 

分 

野 
発注機関 業   務   名 優秀技術者 

土 
東部建設事務所 

三原支所 

一般県道 宇賀安田線 外 道路改良事業

に伴う業務委託 
上手 雅之 

 ※ 分野の「★」は特別表彰に該当 
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令和５年度広島県の入札・契約制度の改正等について 

 

 

Ⅰ 趣旨 

「広島県建設産業ビジョン2021」に基づく，「確かな競争力を発揮する建設産業」「担い手

確保と働き方改革」「建設産業の生産性向上」「災害時に力を発揮する建設産業」の４分野

における具体的な取組を進めていくため，次のとおり制度改正等を行う。 

 

Ⅱ 改正内容等 

 １ 低入札価格調査制度の改正【令和５年９月～】 

   入札契約に係る不正を排除し，公正性・公平性・透明性の高い市場環境の整備を図る

ため，低入札価格調査制度を改正し，適正な競争と工事品質を確保する。 

２ 優良建設工事等表彰制度の改正【令和５年６月～】 

   技術力の高い企業及び技術者を適切に評価するため，優良建設工事等の表彰制度を改

正し，適切な運用を図る。 

３ 業務に係る総合評価落札方式の改正【令和５年６月～】 

   総合評価落札方式の評価項目等について，総合評価落札方式の評価項目を一部改正し，

価格と品質で総合的に優れた調達のさらなる推進を図る。 

４ ＣＩＭ推進モデル業務及びＣＩＭ活用工事の拡大【令和５年６月～】 

   「建設産業の生産性向上」の実現に向け，建設現場の生産性向上を図るため，ＣＩＭ

推進モデル業務及びＣＩＭ活用工事を拡大する。 

５ 令和５・６年度の測量・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等業務の入札参加資格の認定 

   令和５年度及び令和６年度において，県が発注する測量・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等業務に係る

入札参加資格の認定を行う。 

 

※ 「令和５年度の建設工事等の入札・契約制度の改正等について」から、測量・建設コン 

  サルタント等業務に関連する改正を抜粋 
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令和５年度広島県の入札・契約制度の改正等 

１ 低入札価格調査制度の改正について 

 

１ 概要 
  入札契約に係る不正を排除し、公正性・公平性・透明性の高い市場環境の整備を図るた
め、低入札価格調査制度を改正し、9月１日から運用を開始する。 

 
２ 低入札価格調査制度の改正 
（１）変動型の調査基準価格の導入 

事業者の実行予算を踏まえて調査基準価格を変動させることにより、入札契約に係る不
正を排除するとともに、工事内容など案件の実態に応じた柔軟な競争環境を実現する。 

 
ア 対象 

建設工事、測量・建設コンサルタント等業務及び土木建築局が所管する地域維持事業
に係る業務（広島県電子入札実施要領に基づく電子入札の対象案件に限る） 

 
イ 調査基準価格の算出式 
  次の算出式により、電子入札システムで開札時に自動計算する方法に見直す。 

 

現行 改正後 

設計価格の概ね90％ 
入札価格の平均額（注）の概ね95％ 
ただし、予定価格の82％～92％ 

（コンサルは82％～90％） 

    （注）予定価格に対して適切に積算されていると認められないものは、入札価格の平均額の算出対象から除く。 
 
 
（２）総額失格基準価格に係る改正 

調査基準価格・総額失格基準価格の双方に市場性を導入することに合わせて、価格のみ
で自動的に失格とする基準を引き下げ、多角的な観点で調査を行う範囲を拡大する。 

 
ア 総額失格基準価格の算出式 

 
 有効な入札参加者数が５者以上 有効な入札参加者数が５者未満 

現行 
有効な入札価格の平均額から 

標準偏差を引いた額 
入札価格の平均額×0.95 

改正後 変更なし 入札価格の平均額×0.9 

 
イ 対象 

   低入札価格調査制度を適用する全ての案件 
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令和５年度広島県の入札・契約制度の改正等 

 

３ 工事費（業務費）内訳書の見直し 
（１）様式の見直し 

変動型調査基準価格の導入に合わせて、様式を見直し、調査基準価格未満の入札をした
場合の低入札価格調査の辞退等に関する取扱いを明確化する。 

 

項目 内容 

調査辞退の取扱い 
・調査辞退についてペナルティの対象としないことの明確
化（工事費内訳書の意向確認欄で確認できる場合） 

意向確認欄が未記載
の場合の取扱い 

・未記載の場合は、調査辞退として取扱うことを明確化 
（当該者が落札候補者となった場合は失格） 

 
（２）調査対象様式等の事前提出の廃止（変動型調査基準価格の適用案件） 

変動型調査基準価格の適用案件については、調査基準価格未満で入札する者が、調査対
象様式等を入札時点であらかじめ提出する運用を廃止する。 

 
（参考）予定価格事前公表案件において入札時点で提出する様式（建設工事の場合） 

 現行 改正後（電子入札案件に限る） 

調査基準 
価格以上 

様式１、様式２（注1） 
様式１、様式２（注1） 

※ 調査基準価格未満となった場合、様式２（下請人及

び見積額に関する部分等）及び様式３は発注者による

「低入札価格調査等提出依頼書」に基づいて提出 

調査基準 
価格未満 

様式１、様式２（注2）、様式３ 

注1 「下請負人及び見積額」に関する部分を除く。また、工事費内訳はレベル３まで記載 
注2  工事費内訳はレベル４まで記載 

                             ※ 様式１～３は割愛 

４ 指名除外 
（１）適用開始日の運用の見直し 

入札期間中（入札日２日+開札）に指名除外の対象となるなど、指名除外の対象者が不
可抗力的に入札する事態を防ぐため、指名除外の適用開始日を見直す。 

 

現行 改正後 

指名除外の通知日の翌日から 指名除外の通知日の３日後から 

 
（２）公正な入札を妨げる可能性がある入札の排除 

指名競争入札及び一般競争入札（事前審査型）において、指名等をした者が指名除外を
受けた場合、速やかに指名等を取り消す。 
なお、一般競争入札（事後審査型）において、入札に参加できないことが明らかである

にも関わらず入札を行ったことが判明した場合は、指名除外を措置する場合がある。 

 

 

 
 
 
５ 施行期日 
  令和５年９月１日以降に指名・公告又は指名除外通知する案件から実施する。 
 

（対象部局：全部局） 

【公正な入札を妨げる可能性がある入札の例】 

〇 指名除外中（開札日時点で指名除外となることが明らかな場合含む）である者による入札 

〇 該当案件が求める格付や認定業種が異なるなど参加できないことが明らかな者による入札 
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令和５年度広島県の入札・契約制度の改正等 

２ 優良建設工事等の表彰制度について 

 

１ 趣旨 
  「担い手確保と働き方改革」や「建設産業の生産性向上」の実現に向けて，優良建設工
事等の表彰制度について，次のとおり変更する。 

 
２ 変更内容 
 （１）基準点数の変更 
  優れた成績を修めた受注者及び優秀な技術者を適切に表彰するため，次の工事の業種の
基準点数を変更する。 

区分 業種 
基準点数 

変更前 変更後 

工事 建築一式工事 84点 85点 

 
 （２）特別表彰の選考基準の変更 
  適切な工期及び履行期間を確保しつつ優秀な技術者を評価するため，優秀技術者の特別
表彰の選考基準を変更する。 

 変更前 変更後 

優秀技術者の特別

表彰の選考基準 

同一業種又は分野において，優秀技

術者表彰を３年連続で受け，その翌

年度に選考対象となった者 

選考対象者のうち，同一業種又は分

野において，前年度から過去４年の

間に３回優秀技術者表彰を受けた者 

 

３ 要件項目（変更無し） 

分野 技術向上 地域維持 持続可能 

具体策 ICTの活用等 ボランティア等 
週休２日の完全実施，若手・女

性登用等 

0.5点 

・表彰対象工事におけ

る簡易型 ICT 活用工事

の実施 

― 

・表彰対象工事における４週

６休以上４週８休未満の実施 

・表彰対象工事における建設

キャリアアップシステムの活

用 

１点 

・表彰対象工事におけ

る ICT 活用工事の実施

（簡易型を除く） 

・地域維持業務の実施 

・表彰対象工事における４週

８休以上の実施 

・表彰対象工事における工事

着手時40歳以下の技術者によ

る施工 

２点 

・表彰対象工事におけ

る広島県建設分野の革

新技術活用制度の登録

技術の活用 

 
・表彰対象工事における女性

技術者による施工 

  ※ 小数第１位以下は切り捨てる（例87.5点→87点）。 

 
４ 施行期日 

令和５年度に引渡しを受けた建設工事を対象とした令和６年度表彰から適用する。 
 

（対象部局：全部局） 
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令和５年度広島県の入札・契約制度の改正等 

３ 測量・建設コンサルタント等業務に係る総合評価落札方式について 

 
１ 趣旨 

総合評価落札方式の評価項目を一部改正し，価格と品質で総合的に優れた調達の環境の
整備を図る。 

 
２ 対象業務 
 原則として，請負対象設計金額1,500万円以上の次の業務を対象に適用し，型式は業務
内容に応じて選定する。 

土木関係建設コン
サルタント業務 

全ての業務（災害復旧事業に伴う業務及び単純な業務は除く） 

測量 航空レーザ測量，空中写真測量又は画像解析等業務 
地質調査業務 解析を伴う業務（ボーリング調査のみの解析は除く） 

 
３ 評価項目の改正 

企業の能力「ＣＩＭモデル業務の実績」の追加 
過去２年間においてＣＩＭモデル業務を実施している場合，加点評価する。 

判断基準 配点 
２件以上 ２点 
１件 １点 

 
４ 評価対象期間の変更 
（１）配置予定管理技術者の能力「同種業務分野（部門）の業務成績評定点」における評価

対象期間の変更《継続》 
平成30年７月豪雨災害に伴う緊急対応により，成績評定対象外の業務が多かった

ことから，引き続き，令和５年度も評価対象期間を１年延長する。 
配置予定管理技術者の能力「業務成績評定の平均点」の評価対象期間 

指名通知日 R5.4.1～R6.3.31 

評価対象期間 平成29年４月１日 から 指名通知した日の前日まで（６年） 

（２）配置予定管理（担当）技術者の能力企業の能力「継続教育（ＣＰＤ）の取組み」に
おける評価対象期間の変更《継続》 
新型コロナウイルス感染症に伴う影響により単位の取得が困難であったことか

ら，引き続き，令和５年度も評価対象期間を１年延長する。 
企業の能力「業務成績評定の平均点」の評価対象期間 

指名通知日 R5.4.1～R6.3.31 

評価対象期間 令和２年４月１日 から 令和５年３月31日まで（３年） 

 
５ 施行期日 

令和５年６月１日以降に指名する業務から実施する。 
４については，令和５年４月１日以降に指名する業務から実施する。 
（対象部局：農林水産局，土木建築局（営繕課を除く），商工労働局，上下水道部） 

【参考】 
令和６年６月１日以降に指名する業務における改正点（予定） 

○配置予定技術者の能力「ＣＩＭモデル業務の実績」の追加 

 配置予定技術者の評価項目においてＣＩＭモデル業務の実績を評価する。 
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令和５年度広島県の入札・契約制度の改正等 

総合評価落札方式の評価項目改正案（R5.6～） 

評 価 項 目 
型式 

技術評価型 実績評価１型 実績評価２型 
(1) 企業の能力 (11) (7)～(10) (9) 

過去１０年間の同種・同規模業務の実績 (2) ◎(2)※３  

過去３年間の同種業務分野３件の業務成績評定の平均点※４ (4) (2) (2) 

地域の精通性（本店所在地）  ◎(1)※３ (2) 

品質確保体制（実施体制） (2) (2) (2) 

過去２年間に当該主たる業務分野で優良建設コンサル 
タントの表彰に該当※4 (1) (1) (1) 

過去２年間のＣＩＭモデル業務の実績 (2) (2) (2) 

(2) 配置予定管理技術者の能力 (20) (23) (17) 

保有する資格 (3) (4) (3) 

若手技術者又は 女性技術者の配置   (2) 

手持ち業務予定件数 (3) (4) (4) 

過去３年間の継続教育(CPD)の取組み (2) (3) (3) 

過去１０年間の同種業務の実績 (6) (6)  

過去６年間の同種業務分野（部門）の業務成績評定点※４ (6) (6) (5) 

(3) 配置予定担当技術者の能力 (4) (7) (7) 

保有する資格 (2) 
(2)※１ 

(4) 
(4)※２ 

(4) 
(4)※２ 

手持ち業務予定件数 (2) (4) (4)  

過去３年間の継続教育(CPD)の取組み (2) (3)  (3) 

(4) 技術提案 (20)   

実施方針 (10)   

技術提案 (10)   

(5) 地域貢献の実績  (1) (2) 

過去５年間の災害等に関する業務の受注実績の有無  (1) (2) 

(6) 指名除外の状況 (-1) (-1) (-1) 

過去１年間の指名除外措置の有無 (-1) (-1) (-1) 

技 術 評 価 点 (55) (38)～(41) (35) 

価 格 評 価 点 (40) (40) (40) 

評 価 値 ( 技 術 評 価 点 ＋ 価 格 評 価 点 ) 95 78～81 75 

※1  合計点の上限値は2点とする。 

※2  合計点の上限値は4点とする。 

※3 ◎は業務の内容により評価項目の設定を行わない場合がある。 

※4 成績点及び技術者の継続教育の評価対象期間の改正はR5.4.1からとする。 

 

下線部は変更箇所 
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令和５年度広島県の入札・契約制度の改正等 

４ ＣＩＭ推進モデル業務及びＣＩＭ活用工事の拡大について 

１ 趣旨 
  「建設産業の生産性向上」の実現に向けて，引き続き「ＣＩＭ推進モデル業務」及び「Ｃ

ＩＭ活用工事」の拡大に取組む。 
２ 内容 
（１）ＣＩＭ推進モデル業務 

・「土工の３次元設計業務」について，ＩＣＴ活用工事（土工）の推進を図るため，概ね
1,000m3以上の土工を取り扱う業務を『発注者指定型』で発注する。 

・「ＣＩＭ活用業務」について，橋梁，函渠，砂防堰堤などの主要な土木構造物の詳細設
計業務を対象に，請負対象設計金額２千万円以上の業務を『発注者指定型』上記以外
を『受注者希望型』で発注し，設計業務件数の３割の実施を目指す。 

ＣＩＭ推進モデル業務 

 
 
 

 

 

 

 

 

（２）ＣＩＭ活用工事 
設計段階において作成した「ＣＩＭモデル」がある場合については，原則として，『発注
者指定型』で発注する。 

ＣＩＭの活用事例 

 

３ 施行期日 
  令和５年６月１日以降に指名・公告する業務・工事から実施する。 

          （対象部局：土木建築局（営繕課を除く））  

ＣＩＭ活用工事（施工計画の検討事例） 

・仮設備の配置や施工手順，工事の進捗状況等をＣＩＭモデルを活用し視覚化することで，計画の策定，関係者

間での情報の共有を行い，事業推進の効率化・高度化を図る 
 
※ＣＩＭモデルとは 

対象とする構造物等の形状を３次元 

で立体的に表現した「３次元モデル」 

と「属性情報（３次元モデルに付与 

する部材の名称，形状，寸法，物性， 

強度，数量等の情報）」，「参照資料 

（ＣＩＭモデルを補足する従来の２ 

次元図面等の資料）」を組み合わせ 

たもの 

構造物モデルの例 地質・土質モデルの例 サーフェスモデルの例 

① 土工の３次元設計業 ② ＣＩＭ活用業務 
・施工段階のＩＣＴ活用工事に利用す
る３次元設計データを，上流工程の
設計段階で作成する業務 

・ＩＣＴ活用工事を実施するために必
要となる３次元モデル（スケルトン
モデル，サーフェスモデル）を作成 

・ＣＩＭを活用して，施工段階，維持管理段階など後工程のために必要なＣＩ
Ｍモデルの作成，ＣＩＭモデルを活用した検討等を実施する業務 

 
※ＣＩＭモデルとは 

対象とする構造物等の形状を３次元で立体的に表現した「３次元モデル」
と「属性情報（３次元モデルに付与する部材の名称，形状，寸法，物性，強
度，数量等の情報）」，「参照資料（ＣＩＭモデルを補足する従来の２次元図面
等の資料）」を組み合わせたもの 
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令和５年度広島県の入札・契約制度の改正等 

５ 令和５・６年度の測量・建設コンサルタント等業務 

に係る入札参加資格の認定について 

 
令和５・６年度の測量・建設コンサルタント等業務に係る入札参加資格を次のとおり 

認定する。 

１ 資格認定数等 
区  分 全 体 数 うち県内業者 

認

定

数 

資格数 

延分野数 1,669者（1,709者） 605者 （654者） 

延部門数 8,667者（8,798者） 3,292者（3,573

者） 

認定者実数 743者（762者） 304者（335者） 

業務分野 ６分野４６部門（全分野・全部門） 

  ※（ ）内の数字は，令和３・４年度当初認定時の業者数である。   
 
  業務分野は次のとおり。（分野毎の専門で細分化した 46 業務部門毎に資格を認定した。） 

業務分野 業務部門 部門数 
測量業務 測量一般，航空測量，地図の調整 ３ 
建築関係建設コンサルタント業務 建築一般，意匠，構造，電気等 １０ 
地質調査 地質調査 １ 
土木関係建設コンサルタント業務 道路，トンネル，電気・電子等 ２１ 
補償関係建設コンサルタント業務 土地調査，土地評価，物件等 ８ 
その他業務 不動産鑑定，登記手続，その他 ３ 

２ 格付の認定方法 
  次により算出した業務分野毎（その他を除く）の総合数値が該当する格付基準により認定した。 
 (1) 総合数値の算定 
   ア 総合数値＝客観数値＋主観数値により算出 
   イ 客観数値は，業務分野別実績高，自己資本額，営業年数，技術者数により算出 
   ウ 主観数値は，次の事項について評価 
    〇 業務成績数値～県が発注した業務の完了業務成績点（加点及び減点要素） 

    配点：従前どおり 
    〇 指名除外数値～指名除外，再受託制限及び契約制限した月数（減点要素） 
      配点：従前どおり 
    〇 その他数値（加点要素） 
      配点等：別表の通り。 

 (2) 格付基準 
格 

付 測量業務 
 建築関係建設 

 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務  地質調査業務 
 土木関係建設 

 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務 

 補償関係建設 

 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務 

Ａ 
230点以上 

(200点以上) 
170点以上 160点以上 

185点以上 

（175点以上） 
205点以上 

Ｂ 130点以上 100点以上 
85点以上 

（90点以上） 
110点以上 

120点以上 

（130点以上） 

Ｃ 130点未満 100点未満 
85点未満 

（90点未満） 
110点未満 

120点未満 

（130点未満） 

    （注）・最下位以外は下限値を示す。（上限は上位等級の下限未満） 
    （注）・（ ）内の数字は現行の格付数値を示す。 
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令和５年度広島県の入札・契約制度の改正等 

 
 

３ 有効期間 
  令和５年６月１日から，令和７年度以降の資格認定日まで。 
 

 令和５・６年度の評価項目（主観数値） 

 現行（令和３・４年度） 改正後（令和５・６年度） 

評価項目 配点 評価項目 配点 

業務の施工実績  業務の施工実績  

 県発注業務の業務成績数
値 

  県発注業務の業務成績数値  

優良建設コンサルタント

表彰 

５点～20点 優良建設コンサルタント表彰 ５点～20点 

技術者の継続学習の状況  技術者の継続学習の状況  

 建設系ＣＰＤ学習単位数
※１ 

２～10点  建設系ＣＰＤ学習単位数※１ ２～10点 

測量系ＣＰＤ学習時間数
※２ 

２～10点 測量系ＣＰＤ学習時間数※２ ２～10点 

建築系ＣＰＤ学習単位数

※３ 

２～10点 建築系ＣＰＤ学習単位数※３ ２～10点 

品質等の確保  品質等の確保  

 ＩＳＯ9001の取得 ５点  ＩＳＯ9001の取得 ５点 

県の重要施策（※県内業者限
定） 

 県の重要施策（※県内業者限定）  

 消防団協力事業所の認定

※ 

５点  消防団協力事業所の認定※ ５点 

広島県保護観察所による

協力雇用主の登録又は暴
力団離脱者社会復帰支援
事業協力事業所登録※ 

５点 広島県保護観察所による協力雇

用主の登録又は暴力団離脱者社
会復帰支援事業協力事業所登録
※ 

５点 

障害者の雇用※ ５点 障害者の雇用※ ５点 

広島県公共土木施設災害
支援制度の認定 

５点 
― 

― 

働き方改革の取組  働き方改革の取組  

 

広島県仕事と家庭の両
立支援企業登録制度の

登録 

２点  広島県仕事と家庭の両立支援
企業登録制度の登録 

５点 

広島県働き方改革実践

企業認定制度の登録 

３点 

広島県アダプト制度の認
定（マイロードシステム，

ラブリバー制度） 

５点 広島県アダプト制度の認定（マ
イロードシステム，ラブリバー

制度） 

５点 

指名除外等の状況（△減点評
価） 

△４点 
（×除外月数） 

指名除外等の状況（△減点評価） 
△４点 
（×除外月数） 

※1 土木関係建設コンサルタント分野及び地質調査分野に加点 ※2 測量分野に加点 
※3 建築関係建設コンサルタント分野に加点 ※県内業者限定（本店又は主たる営業所の所在地が県内） 
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参考資料 

 



会員名簿 
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（一社）広島県測量設計業協会 会員名簿 

 
        顧 問  平 口   洋      会 長  森 𦚰 克 彦 
                          副会長  荒 谷 悦 嗣 
        顧 問  狭戸尾   浩      副会長  佐々木 仁 志 
 

（ 50 音順 ） 

会    社    名 代 表 者 郵便番号 所   在   地 

㈱ ア ー ス 開発 コ ン サル タ ン ト 飯 川  徹 737-0161 呉市郷原町7140番地の1 

相 生 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ㈱ 森 脇 克 彦 733-0025 広島市西区小河内町二丁目1番6号 

㈱ 安 芸 建 設 コ ン サ ル タ ン ト 西 家 宗 利 736-0082 広島市安芸区船越南四丁目3番25号 

㈱ 荒 谷 建 設 コ ン サ ル タ ン ト 荒 谷 悦 嗣 730-0833 広島市中区江波本町4番22号 

㈱ イ ズ タ コ ン サ ル タ ン ト 泉 田 義 博 723-0051 三原市宮浦三丁目34番10号 

ウ ム ヴ ェ ル ト ㈱ 平 賀 勝 秀 737-0004 呉市阿賀南八丁目1番7号 

㈱ エ イ チ テ ッ ク 岡 田  宏 720-0822 福山市川口町一丁目16番35号 

㈱エイト日本技術開発広島支店 楢 崎 拓 也 732-0055 広島市東区東蟹屋町15番3号 

ケ イ ・ エ ム 調 査 設 計 ㈱ 三 宅 啓 文 733-0006 広島市西区三篠北町16番12号 

㈱ 新 東 コ ン サ ル タ ン ト 岩 本  猛 733-0002 広島市西区楠木町三丁目15番11号 

㈱ セ ト ウ チ 土 肥 広 大 725-0004 竹原市東野町158番地の3 

㈱ 瀬 戸 内 開発 コ ン サル タ ン ト 飯 田  昇 733-0007 広島市西区大宮二丁目2番2号 

総 合 技 研 ㈱ 乗 本 幸 雄 737-0842 呉市吉浦東町12番17号 

㈱ タ マ ル コ ン サ ル タ ン ト 田 丸 哲 志 728-0016 三次市四拾貫町338-1 

ダ イ ホ ー コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 法 堂 一 成 721-0961 福山市明神町一丁目5番38号 

㈱ 第 一 総 合 エ ン ジ ニ ア 上 田 清 文 731-0102 広島市安佐南区川内二丁目3番53-7号 

㈱ 知 久 設 計 髙 杉 鶴 雄 721-0903 福山市坪生町225番地1 

中 国 開 発 調 査 ㈱ 寺 田 博 行 733-0822 広島市西区庚午中二丁目13番24号 

中 国 工 務 ㈱ 谷 本 愼 也 731-0101 広島市安佐南区八木八丁目21番28号 

中 国 施 設 設 計 ㈱ 青 野  正 732-0056 広島市東区上大須賀町1番1号 

中 電 技 術 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 森 川  繁 734-8510 広島市南区出汐二丁目3番30号 

㈱ 土 木 技 術 コ ン サ ル タ ン ト 中 村 仁 士 730-0011 広島市西区横川町二丁目7番19号 

㈱ ニ ュ ー 技 術 髙 橋 茂 樹 731-5155 広島市佐伯区城山一丁目1番3号 

㈱ 日 航 コ ン サ ル タ ン ト 愛 須 友 行 739-0025 東広島市西条中央一丁目17番9号 

NE X C O 西日本コンサルタンツ㈱ 福 永 靖 雄 732-0057 広島市東区二葉の里三丁目5番7号 

㈱ ヒ ロ コ ン 下 花 眞 二 734-0011 広島市南区宇品海岸三丁目13番28号 

㈱ 日 野 原 富士 コ ン サル タ ン ト 日 野 原 淨 弘 731-0153 広島市安佐南区安東一丁目6番9号 

広 建 コ ン サ ル タ ン ツ ㈱ 元 廣 和 弘 720-0822 福山市川口町一丁目7番3号 

㈱ 広 測 コ ン サ ル タ ン ト 瀬 尾 公 宏 739-0042 東広島市西条町西条東809番地の1 

復 建 調 査 設 計 ㈱ 來 山 尚 義 732-0052 広島市東区光町二丁目10番11号 

㈱ ミ ネ 技 術 峯 岡 静 彦 722-0051 尾道市東尾道10番地20 

明 伸 建 設 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 大 石  宏 733-0033 広島市西区観音本町一丁目6番1号 

㈱ 陸 地 コ ン サ ル タ ン ト  佐 々 木 仁 志 739-0005 東広島市西条大坪町8番27号 

令和 ６ 年 ２ 月 １ 日現在 33社 
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賛助会員名簿 

（一社）広島県測量設計業協会 賛助会員名簿 

 

（ 50 音順 ） 

会    社    名 代 表 者 郵便番号 所   在   地 

ア イ サ ン テ ク ノ ロ ジ ー ㈱ 加 藤  淳 460-0003 
名古屋市中区錦三丁目7番-14号 
 ＡＴビル 

㈱ ア ラ イ ズ ソ リ ュ ー シ ョ ン 鎌 田 泰 宏 730-0833 広島市中区江波本町4番22号 

㈱ イ ズ コ ン 福 田 克 也 693-0011 出雲市大津町1778-1 

㈱ エ フ ・ ケ ー ・ シ ー 森 山  学 732-0052 広島市東区光町二丁目11番31号 

M U マ テ ッ ク ス ㈱ 岡 﨑 正 毅 105-0023 
東京都港区芝浦一丁目2番3号 
 シーバスS館 

共和コンクリート工業㈱中国四国支店 片 岡  司 732-0826 
広島市南区松川町2番3号 
 山陽松川ビル4階 

㈱ 山 陽 測 器 桐 木 博 之 733-0821 広島市西区庚午北一丁目20番9号 

㈱ ジ ツ タ 中 国 實 田 泰 之 730-0043 広島市中区富士見町16番2号 

㈱ 中 建 日 報 社 角 井 一 隆 730-0805 
広島市中区十日市町二丁目1番-8号 
 中建ビル 

㈱トリンブルパートナーズ中国 窪 田 義 則 735-0004 
安芸郡府中町山田二丁目4番-1号 
 サンシルクⅡ 

西尾レントオール㈱西中国営業部 福 野  努 731-3168 広島市安佐南区伴南一丁目2番1号 

ニ チ レ キ ㈱ 中 国 支 店 江 里 勝 美 739-0267 東広島市志和町別府816 

㈱ 日 刊 建 設 工 業 新 聞 社 髙 田  智 730-0013 
広島市中区八丁堀11番28号 
 朝日広告ビル2階 

福井コンピュータ㈱中四国営業所 辻 本 英 之 732-0816 
広島市南区比治山本町16番35号 
 広島産業文化センター11階 

富士フィルムビジネスイノベーション
ジ ャ パ ン ㈱ 広 島 支 社 

田 中  豊 732-0827 広島市南区稲荷町2番16号 

前 田 工 繊 ㈱ 広 島 支 店 河 井 正 基 732-0825 
広島市南区金屋町3番13号 
 タミヤビル3階 

㈱ マ シ ノ 増 野 裕 人 733-0822 広島市西区庚午中一丁目19番23号 

丸栄コンクリート工業㈱広島営業所 山 下 健 次 733-00.5 
広島市西区南観音三丁目5番2号 
 空港通りビル603 

ラ ン デ ス ㈱ 中 国 西 支 店 中 村  稔 731-0102 広島市安佐南区川内五丁目16番12号 

令和 ６ 年 ２ 月 １ 日現在 19社 



 

 新年あけましておめでとうございます。 
 令和５年は、コロナも５類へ分類され、やっと穏やかな世の中になってきたと

安堵した１年であったように思います。協会活動もほぼ復活し、それぞれの委員

会活動も活気が戻ってきました。表紙については、荒谷建設 CT の社員さんにデ

ザインをお願いし、ポップな感じで仕上げ、５月に広島で開催された G７サミッ

ト写真を選定し掲載しました。 
年始早々の能登半島地震により甚大な被害が発生しております。まだ行方不明

者も完全に把握できず、停電や断水が続いている地域も多くあるとのこと。被災

された方々に心よりお見舞いを申し上げると同時に、少しでも早く復興に向けた

取り組みができますよう祈るばかりです。 
 最後に、広報誌「年輪」の作成にあたり、本号の執筆にご協力いただきました

皆様に心より感謝、御礼申し上げます。 

 

 

    総務広報委員長 法 堂 一 成 

編集後記 
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発行日：令和 6 年 2 月吉日 
発 行：一般社団法人 広島県測量設計業協会 
    〒730-0012 広島市中区上八丁堀８番 23 号 林業ビル 5 階 
TEL ：（082）228-4899 
FAX ：（082）222-0599 
E-Mail:kensokyo@kensokyo.or.jp 
URL  :http://www.kensokyo.or.jp 

６月３日は「測量の日」 

表紙写真 Ｇ７広島サミット 
 
 令和５年５月 19 日から 21日までの３日間、Ｇ７広島サミットが開催され「核軍
縮に関するＧ７首脳広島ビジョン」の発出や、エネルギー政策や経済安全保障など
について議論が行われました。 
 表紙に掲載している写真は、初日のワーキングランチのものです。 

mailto:kensokyo@kensokyo.or.jp
http://www.kensokyo.or.jp

